
 

 

 

第 ２ 章 

 

道守養成ユニット養成事業実施報告 
 

  





2.1 事業目的 

 

観光立県を目指す長崎県には教会群等の観光資源が離半島に点在し、それらを結ぶ渡海

橋や港湾等のインフラ構造物が多数存在する。県の財政状況は厳しく、建設事業費は削減

され、維持管理費の増額も見込めない状況にある中、これらインフラ構造物の維持管理に

関しては費用や人材の面で課題がある。長崎県と密接に連携を図り、県内の自治体職員、

建設・コンサルタント業、NPO、地域住民を対象とし、“まちおこし”の基盤となる道路構

造施設等のインフラ構造物の維持管理や再生・長寿命化に携わる各種技術レベルの“道守”

（道守、特定道守、道守補、道守補助員）を養成し、観光立県の交通インフラ施設の維持

管理に貢献するとともに、新たなインフラ維持管理の技術と産業を振興し、観光と産業の

両面から地域再生と活性化を支援する。 

 

2.2 地域再生人材創出構想の内容 

 

県内の自治体職員、建設・コンサルタント業、NPO、地域住民を対象とし、道路構造施

設の維持管理に携わる“道守”を養成し、“まちおこし”の基盤となるインフラ構造物の再生・

長寿命化に係わる人材を創出することを目的としている。技術士、博士、診断士、土木施

工管理技士等のレベルに応じた基礎知識、応用能力をもつ人材と、一般市民（ボランティ

ア、愛護団体等）を対象として構造物の日常的な観察・点検ができる人材を養成する。イ

ンフラの維持管理には調査、診断、特定高度技術が必要であるため、講義、演習、実習等

を組み合せた総合的なコースを設置する。また、一般市民に対しては公開講座コースを設

定する。本人材養成ユニットをインフラ長寿命化センターの任務として位置づけ、終了後

も継続的に人材養成事業を実施展開する。これらを遂行することにより、観光振興及び新

産業創出の両面から雇用創出と地域再生・活性化を支援する（図 2-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 コース、レベル、対象者 

  

コース  レベル  対象者  

道守補助員  講義レベル  市民講座  一般市民  

道守補  

到達レベル  

土木施工管理技士
・地元自治体職員  
・地元自治体 OB 
・地元企業職員  
・地元企業 OB など

特定道守  診断士  

道守  技術士・博士  
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2.3 本事業の執行者 

 

（1）構成機関（機関として本事業に参画する学校・企業・団体等） 

構成機関（学校・団体・機関等）の名称 役 割 等 内 都道府県名

1 長 崎 大 学 人 財 育 成 改 善 事 業 試 行 済 長 崎 県

2 長 崎 県 土 木 部 地 域 人 財 育 成 事 業 改 善 済 長 崎 県

3 長 崎 県 建 設 業 協 会 地 域 人 財 育 成 事 業 改 善 済 長 崎 県

4 長崎県測量設計コンサルタンツ協会 地 域 人 財 育 成 事 業 改 善 済 長 崎 県

5 長 崎 県 建 設 技 術 研 究 セ ン タ ー 地 域 人 財 育 成 事 業 改 善 済 長 崎 県

 

（2）構成員（委員）の氏名 

  （上記（１）の機関から参画する者および個人で本事業に参画する者等） 

氏 名 所 属 ・ 職 名 役 割 等 内諾 都道府県名

松 田  浩 長崎大学大学院工学研究科・教授 運 営 協 議 会 委 員 長 済 長 崎 県

岩 見 洋 一 長 崎 県 土 木 部 ・ 部 長 運営協議会副委員長 済 長 崎 県

谷 村 隆 三 長 崎 県 建 設 業 協 会 ・ 会 長 運 営 協 議 会 委 員 済 長 崎 県

森 重 孝 志 長崎県測量設計コンサルタンツ協会・会長 運 営 協 議 会 委 員 済 長 崎 県

宮 﨑 東 一 長崎県建設技術研究センター・理事長 運 営 協 議 会 委 員 済 長 崎 県

山 下 敬 彦 長崎大学大学院工学研究科・教授 運 営 協 議 会 委 員 済 長 崎 県

馬 越 啓 介 長崎大学大学院工学研究科・教授 運 営 協 議 会 委 員 済 長 崎 県

中 村 聖 三 長崎大学大学院工学研究科・教授 運 営 協 議 会 委 員 済 長 崎 県

夛 田 彰 秀 長崎大学大学院工学研究科・教授 運 営 協 議 会 委 員 済 長 崎 県

奥 松 俊 博 長崎大学大学院工学研究科・准教授 運 営 協 議 会 委 員 済 長 崎 県
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（3）-①“道守”カリキュラム評価委員会 

    （構成員（委員）の氏名（上記（２）の者うち本委員会構成員））  

氏名 所 属 ・ 職 名 役割等 内諾 都道府県名

喜 安 千 弥 長崎大学大学院工学研究科・教授 評 価 委 員 長 済 長 崎 県

佐 々 典 明 長崎県土木部建設企画課・課長 評 価 委 員 済 長 崎 県

馬 場 一 孝 長崎県土木部道路維持課・課長 評 価 委 員 済 長 崎 県

野 田  浩 長 崎 県 建 設 業 協 会 ・ 専 務 理 事 評 価 委 員 済 長 崎 県

吉 川 國 夫 
長崎県測量設計コンサルタンツ協会
技 術 委 員 会 副 委 員 長

評 価 委 員 済 長 崎 県

山 口 洋 一 
長 崎 県 建 設 技 術 研 究 セ ン タ ー
技 術 部 長

評 価 委 員 済 長 崎 県

三田村孝治 道 守 認 定 者 評 価 委 員 済 長 崎 県

牧 角 龍 憲 九 州 共 立 大 学 ・ 名 誉 教 授 評 価 委 員 済 福 岡 県

 

（4）-②“道守”審査委員会 

    （構成員（委員）の氏名（上記（3）の者うち本委員会構成員））  

氏名 所 属 ・ 職 名 役割等 内諾  都道府県名

松 田  浩 長崎大学大学院工学研究科・教授 審 査 委 員 長 済 長 崎 県

山 下 敬 彦 長崎大学大学院工学研究科・教授 審 査 副 委 員 長 済 長 崎 県

中 村 聖 三 長崎大学大学院工学研究科・教授 審 査 副 委 員 長 済 長 崎 県

才 本 明 秀 長崎大学大学院工学研究科・教授 審 査 委 員 済 長 崎 県

大 嶺  聖 長崎大学大学院工学研究科・教授 審 査 委 員 済 長 崎 県

奥 松 俊 博 長崎大学大学院工学研究科・准教授 審 査 委 員 済 長 崎 県
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（5）下部組織（設置は任意） 

名称（“道守”運営委員会）  

氏名 所 属 ・ 職 名 役割等 内諾  都道府県名

松 田  浩 長崎大学大学院工学研究科・教授
カ リ キ ュ ラ ム 改 善

検 討 の 素 案 作 成
済 長 崎 県

山 下 敬 彦 長崎大学大学院工学研究科・教授
カ リ キ ュ ラ ム 改 善

検 討 の 素 案 作 成
済 長 崎 県

中 村 聖 三 長崎大学大学院工学研究科・教授
カ リ キ ュ ラ ム 改 善

検 討 の 素 案 作 成
済 長 崎 県

蒋  宇 静 長崎大学大学院工学研究科・教授
カ リ キ ュ ラ ム 改 善

検 討 の 素 案 作 成
済 長 崎 県

才 本 明 秀 長崎大学大学院工学研究科・教授
カ リ キ ュ ラ ム 改 善

検 討 の 素 案 作 成
済 長 崎 県

大 嶺  聖 長崎大学大学院工学研究科・教授
カ リ キ ュ ラ ム 改 善

検 討 の 素 案 作 成
済 長 崎 県

奥 松 俊 博 長崎大学大学院工学研究科・准教授
カ リ キ ュ ラ ム 改 善

検 討 の 素 案 作 成
済 長 崎 県
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2.4 講義・演習・実習担当者の構成 

                     

 本養成ユニットは「道守補助員」、「道守補」、「特定道守」および「道守」の 4 コースを

設置している。本年度は、「道守補助員」、「道守補」、「特定道守」および「道守」の 4 コー

スのプログラムを実施した。下表に各コースの担当教職員、外部講師および道守関係者を

記す。 

① 道守補助員コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

高 橋 和 雄 名誉教授 インフラ長寿命化センター 講義 

吉 田 裕 子 特任研究員 インフラ長寿命化センター 講義・実習 

吉 川 國 夫 H23 年度認定道守  (有)吉川土木コンサルタント 実習 

郡 家 光 德 H24 年度認定道守  (株)上滝 実習 

 

② 道守補コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

松 田  浩 教 授 工学研究科 講義 

中 村 聖 三 教 授 工学研究科 講義 

森 山 雅 雄 准教授 工学研究科 演習 

奥 松 俊 博 准教授 工学研究科 講義 

山 口 浩 平 准教授 工学研究科 講義 

西 川 貴 文 准教授 工学研究科 講義 

杉 本 知 史 助 教 工学研究科 講義 

佐 々 木 謙 二 助 教 工学研究科 講義 

出 水 享 技術職員 工学研究科 演習 

高 橋 和 雄 名誉教授 インフラ長寿命化センター 講義 

光 永 将 一 係 長 長崎県土木部道路維持課 講義 

吉 川 國 夫 H23 年度認定道守  (有)吉川土木コンサルタント 演習 

森   史 朗 H22 年度認定道守  (株)麻生 演習 

郡 家 光 德 H24 年度認定道守  (株)上滝 演習 

堀 川 俊 二 H23 年度認定道守  (株)星野組 演習 

坂 口 勝 人 主 任 三菱日立パワーシステムズ検査（株） 演習 

清 水 隆 行 副主任 三菱日立パワーシステムズ検査（株） 演習 
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新 村 篤 司 主 任 三菱日立パワーシステムズ検査（株） 演習 

田 中 靖 夫 主 任 三菱日立パワーシステムズ検査（株） 演習 

若 林 祐 一 郎 副本部長 基礎地盤コンサルタンツ（株） 講義・実習 

夏 目 隆 弘 支店長代理 基礎地盤コンサルタンツ（株） 講義・実習 

山 下 浩 二 部 長 基礎地盤コンサルタンツ（株） 講義・実習 

佐 保 亮 輔 主 任 基礎地盤コンサルタンツ（株） 講義・実習 

山 根 誠 一 調査・設計部長 (株)コスモエンジニアリング 実習 

松 永 昭 吾 福岡支店長 （株）共同技術コンサルタント 実習 

吉 田 裕 子 特任研究員 インフラ長寿命化センター 講義・演習・実習 

森 田 千 尋 教 授 宮崎大学 講義・演習・実習 

李 春 鶴 准教授 宮崎大学 講義 

安 井 賢 太 郎 技術専門職員 宮崎大学 演習 

福 林 良 典 理 事 NPO 法人道普請人(みちぶしんびと） 講義 

赤 木 啓 悟 主任技師 宮崎県県土整備部道路保全課 講義 

久 保 田 英 二 専務取締役 (株)ジオテック HD 演習 

安 村 新 一  (株)全日本検査技術 演習 

柳 田 欣 也  (株)全日本検査技術 演習 

辛 島 景 二 郎 所 長 川田工業(株)九州営業所 実習 

髙 木 博 昭 副部長 基礎地盤コンサルタンツ（株） 実習 

中 川 智 博 宮崎事務所長 基礎地盤コンサルタンツ（株） 実習 

田 中 慎 吾 課 長 基礎地盤コンサルタンツ（株） 実習 

 

道守補コース映像教材担当講師表 

No. タ  イ  ト  ル 講 師 

1 道守の役割 松  田   浩

2 橋梁概論技術の変遷 松  田   浩

3 長崎県の道路構造物の現状 中 ノ 瀬 聡

4 コンクリート構造物の点検 上 阪 康 雄

5 コンクリート橋の設計・施工技術 上 阪 康 雄
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6 コンクリート橋の点検時の着目点と検査技術 佐 々 木 謙 二

7 コンクリート構造物劣化原因とその事例 松  田   浩

8 鋼構造鉄鋼材料の特徴と変状 勝 田 順 一

9 鋼構造物の劣化現象 森 田 千 尋

10 鋼橋点検時の着目点と検査技術 中 村 聖 三

11 鋼構造物の劣化原因とその事例 阿 部  允

12 斜面・舗装の維持管理 杉 本 知 史

13 トンネルの維持管理 杉 本 知 史

14 道守ポータルについて 出 水  享

 

③ 特定道守コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

松 田  浩 教 授 工学研究科 講義 

中 村 聖 三 教 授 工学研究科 講義・実験 

才 本 明 秀 教 授 工学研究科 講義 

蒋  宇 静 教 授 工学研究科 講義 

夛 田 彰 秀 教 授 工学研究科 講義 

田 邉 秀 二 教 授 工学研究科 講義 

高 橋 和 雄 名誉教授 インフラ長寿命化センター 講義 

奥 松 俊 博 准教授 工学研究科 講義 

勝 田 順 一 准教授 工学研究科 実験 

森 山 雅 雄 准教授 工学研究科 講義 

山 口 浩 平 准教授 工学研究科 講義・P 演習

佐 々 木 謙 二 助 教 工学研究科 講義・実験 

本 村 文 孝 助 教 工学研究科 実験 

永 藤 政 敏 技術職員 工学研究科 実験 

大 野 敦 弘 技術職員 工学研究科 実験 

樋 野 勝 巳 代 表 樋野企画 講義 
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阿 部  允 代表取締役 (株)BMC 講義 

福 永 靖 雄 次 長 西日本高速道路（株） 講義 

田 中 孝 幸  （一社）ＰＣ建協 講義 

前 田  穣 主 任 （株）大島造船所 講義 

松 田 明 徳 課 長 （株）大島造船所 講義 

園 田 佳 巨 教 授 九州大学 特別講演 

武 若 耕 司 教 授 鹿児島大学 特別講演 

川 神 雅 秀 理 事 (一社)九州建設技術管理協会 特別講演 

下 村  匠 教 授 長岡技術科学大学 特別講演 

山 根 誠 一 調査・設計部長 (株)コスモエンジニアリング P 演習 

松 永 昭 吾 福岡支店長 (株)共同技術コンサルタント P 演習 

一 ノ 瀨 寛 幸  （一社）ＰＣ建協 P 講義 

室 園 英 司 主 任 （株）大島造船所 P 演習 

吉 田 裕 子 特任研究員 インフラ長寿命化センター P 演習 

 

特定道守コース映像教材担当講師表 

No. タ  イ  ト  ル 講 師 

1 舗装の維持管理 佐 藤 研 一

2 斜面の維持管理 福 井 謙 三

3 斜面の維持管理 松 永  守

4 調査手法(１)(２) 濵 田 秀 則

5 コンクリート構造の補修・補強 日 比 野 誠

6 塩害に対する総合診断と対策 谷 倉  泉

7 補修・補強の失敗事例 樋 野 勝 巳

8 鋼材の基本的性質 勝 田 順 一

9 診断のための測定(２) 中 村 聖 三

10 損傷部材の評価（２） 勝 田 順 一

11 補修・補強概論（２） 中 村 聖 三

12 技術基準と最近の話題(１)(２) 安 波 博 道
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13 最近の補修・補強例 谷 倉  泉

14 補修・補強の失敗事例 谷 倉  泉

 

④道守コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

阿 部 雅 人 研究・開発部長 （株）ＢＭＣ 講義・演習 

高 木 朗 義 教 授 岐阜大学 講義・演習 

山 根 誠 一 調査・設計部長 （株）コスモエンジニアリング
ディスカッション・

プレゼンテーション

光 永 将 一 係 長 長崎県土木部道路維持課 講義・演習 
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2.5 事業実施報告 

 

平成 29 年度の事業実施内訳は、下記のとおりである。総受講者数は 171 名、総認定者

数は 149 名であった。 

 

1.道守補助員養成コース 

開催場所 会  場 日  時 受講者数 認定者数 予 算 備  考 

① N E R C 

会 場 
長崎県建設

技術研究セ

ンター 

4/12 

13:00～15:50
50 名 50 名 

地方 

創生 
 

② N E R C 

 会 場 

4/19 

13:00～15:50
37 名 22 名 

地方 

創生 

4 名重複受講 

11 名受講後辞退 

受講者数 87 名 認定者数 72 名 

 

2.道守補養成コース 

開催場所 会  場 日  時 受講者数 認定者数 予 算 備  考 

長崎会場 長崎大学 

6/28,29, 

7/6,7,13,14, 

7/20,7/21 

26 名 25 名 中核的 応募者 48 名 

宮崎会場 宮崎大学 
12/7，8，9， 

12/13，14 
12 名 8 名 中核的 応募者 12 名 

受講者のうち 1 名は講義のみ受講 

受講者数 26 名 認定者数 33 名、認定者見込み数は再試者 2 名を含む 

 

3.特定道守養成コース 

①コンクリート構造 

開催場所 会  場 日  時 受講者数 認定者数 予 算 備  考 

長崎会場 長崎大学 

5/11,12,18,19,

5/25,6/1,8,15,

6/20 

9 名 8 名 長崎県 応募者 11 名

9/7,8,14,15, 

9/21,28, 

10/5,12,17 

10 名 10 名 中核的 応募者 11 名 
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②鋼構造 

開催場所 会  場 日  時 受講者数 認定者数 予 算 備  考 

長崎会場 長崎大学 

5/11,12,18,19, 

5/26,6/2,9,16, 

6/21 

9 名 5 名 長崎県 応募者 11 名

9/7,8,14,15, 

9/22,29, 

10/6,13,18 

7 名 10 名 中核的 応募者 8 名 

受講者数 35 名 認定者数 33 名（ただし①②両方受講した者 12 名含む） 

認定者数は追試・再試者 4 名含む 

 

4.道守コース 

 

 

2.5.1 道守補助員コース 

 

【概要】 

道守補助員コースは一般市民を対象に、自治体の広報誌や県内の道路、河川、港湾など

のボランティア・愛護団体、建設業協会各支部等を通して募集し、現地に出向いて出前講

座を開催。道路関連施設等のインフラ構造物の維持管理の重要性について啓発活動を行う

とともに、インフラ構造物の変状に気付くことができるような人材の養成を行った。 

  

◇対 象 ：地域創生人材育成事業「新規入職者研修」、「若年入職者研修」受講者  

◇講義レベル ：一般市民レベル 

◇募 集 方 法 ：地域創生人材育成事業 

◇受 講 者 数 ：合計 87 名 

◇受講者属性 ：企業、建設業関係 

◇実 施 時 期 ：4 月 12 日(水) 

   4 月 19 日(水） 

◇講 義 時 間 ：13:00 ～ 15:50  

◇講 義 概 要 ：講義・現場実習（講義実施報告参考） 

◇受 講 料 ：無料 

◇認 定 試 験 ：筆記試験（2 択問題 10 題）  

◇講 師 ：道守認定者（実習）、大学職員（講義） 

 

 

開催場所 会  場 日  時 受講者数 認定者数 予 算 備  考 

長崎会場 長崎大学 12/6,15,20 11 名 11 名 中核的 応募者 11 名 
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【カリキュラム】 

 ①4 月 12 日（水）:新規入職者研修 

授 業 科 目 時 間 

 

講 義 

道守の役割と長崎の道路状況 13:00～13:20 

道路構造物の特徴と気を付けるべき変状 13:20～14:10 

見守り活動（通報システム案内） 14:20～14:40 

実 習 野外に出ての点検実習と確認 14:40～16:00 

         

 

 

 

 

 

 

        講義風景        実習風景 

 

 ②4 月 19 日（水）：若年入職者研修 

授 業 科 目 時 間 

 

講 義 

道守の役割と長崎の道路状況 13:00～13:20 

道路構造物の特徴と気を付けるべき変状 13:20～14:10 

見守り活動（通報システム案内） 14:20～14:40 

実 習 野外に出ての点検実習と確認 14:40～16:00 

         

 

 

 

 

 

 

 

        講義風景        実習風景 
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【
受

講
生

の
ア

ン
ケ

ー
ト

】
 

1
．

授
業

の
時

間
数

は
い

か
が

で
し

た
か

？
 

 2
．

講
義

の
内

容
は

い
か

が
で

し
た

か
？

 

 

 （
感

想
・

要
望

）
 

①
 

4
月

1
2
日

 

・
分

か
り

や
す

か
っ

た
(
2
件

)
。

 

・
道

守
の

役
目

や
構

造
物

の
気

を
付

け
る

べ
き

所
な

ど
丁

寧
に

教
え

て
下

さ
り

、
と

て
も

勉
強

に
な

っ

た
。

 

・
橋

や
道

な
ど

は
事

後
保

全
で

は
な

く
予

防
保

全
を

や
っ

て
、

事
故

が
起

こ
ら

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と

は
大

事
だ

と
思

っ
た

。
 

・
道

路
・

橋
の

腐
食

の
原

因
や

損
傷

事
例

な
ど

説
明

が
あ

り
、

今
後

に
役

立
つ

内
容

で
良

か
っ

た
。

 

・
な

ぜ
し

な
い

と
い

け
な

い
か

が
わ

か
っ

た
。

 

・
土

木
中

心
の

講
義

だ
っ

た
た

め
、

理
解

す
る

の
が

大
変

だ
っ

た
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
話

は
建

築
に

も

活
か

せ
る

か
ら

良
か

っ
た

。
 

・
言

葉
が

難
し

く
わ

か
り

づ
ら

い
と

こ
ろ

が
あ

り
ま

し
た

。
も

う
少

し
詳

し
く

知
り

た
か

っ
た

。
 

・
道

路
も

い
ろ

ん
な

人
の

情
報

で
改

善
し

て
い

る
こ

と
を

初
め

て
知

っ
た

の
で

た
め

に
な

っ
た

。
 

 
 

18
43

32

2
30

41

0
20

40
60

80

少
な
か

っ
た

１２３４

多
か

っ
た

５

① ②
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34

62

1

30

4

2

0
10

20
30

40
50

60
70

簡
単

す
ぎ

た
１２３４

難
し

か
っ

た
５

① ②

 
②

 
4
月

1
9
日

 

・
違

っ
た

内
容

を
ど

ん
ど

ん
進

め
て

い
く

の
で

つ
い

て
い

け
な

い
。

 

・
少

し
難

し
く

感
じ

た
。

 

・
道

守
と

い
う

活
動

に
つ

い
て

初
め

て
考

え
ら

れ
る

機
会

だ
っ

た
。

 

・
建

築
の

方
を

し
て

い
る

の
で

分
か

り
に

く
か

っ
た

。
 

・
道

守
の

役
割

、
道

路
構

造
物

の
気

を
付

け
る

べ
き

点
な

ど
を

学
ぶ

こ
と

が
出

来
た

の
で

良
か

っ
た

。
 

・
道

路
な

ど
の

悪
い

箇
所

の
事

が
わ

か
っ

て
良

か
っ

た
。

 

・
分

か
り

や
す

か
っ

た
(
2
件

)
。

 

・
短

い
講

義
だ

っ
た

の
で

次
は

長
く

よ
り

深
く

聞
き

た
い

。
 

・
普

段
補

修
工

事
を

す
る

ば
か

り
な

の
で

、
自

分
で

補
修

の
必

要
が

あ
る

と
こ

ろ
を

見
る

こ
と

が
出

来

て
良

か
っ

た
。

通
報

シ
ス

テ
ム

と
い

う
の

が
あ

る
と

い
う

こ
と

を
初

め
て

知
っ

た
。

 

 

3
．

現
場

実
習

に
つ

い
て

感
想

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

 

（
感

想
・

要
望

）
 

①
 

4
月

1
2
日

 

・
道

守
に

つ
い

て
分

か
り

や
す

く
活

動
さ

せ
て

い
た

だ
き

良
い

経
験

と
な

っ
た

。
 

・
分

か
り

や
す

か
っ

た
。

 

・
普

段
体

験
で

き
な

い
こ

と
を

体
験

で
き

た
。

 

・
で

き
れ

ば
も

っ
と

多
く

の
現

場
を

見
た

か
っ

た
。

 

・
話

だ
け

で
は

分
か

ら
な

か
っ

た
の

で
現

場
で

実
習

で
き

て
良

か
っ

た
。

 

・
道

守
の

方
が

一
つ

一
つ

危
な

い
箇

所
を

教
え

て
く

だ
さ

っ
た

の
で

こ
の

よ
う

に
し

て
み

て
い

け
ば

い
い

と
思

っ
た

。
 

・
実

際
に

古
い

橋
を

見
て

確
認

で
き

て
良

か
っ

た
。

 

・
悪

か
っ

た
箇

所
な

ど
を

知
っ

た
の

で
良

か
っ

た
。

 

・
ハ

ン
マ

ー
で

叩
い

て
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

良
さ

な
ど

を
確

認
す

る
こ

と
を

知
る

こ
と

が
出

来
て

良
か

っ
た

。
 

・
ジ

ャ
ン

カ
や

遊
離

石
灰

の
実

態
を

自
分

の
目

で
見

る
こ

と
が

出
来

た
の

で
と

て
も

良
か

っ
た

。
 

・
ど

の
よ

う
な

と
こ

ろ
を

見
れ

ば
い

い
か

よ
く

わ
か

っ
た

。
 

 

2
1410

23
2

11
7

17
2

0 0
10

20
30

40
50

無
回
答

良
か
っ
た
１２３４

悪
か
っ
た
５

① ②
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②
 

4
月

1
9
日

 

・
普

段
自

分
で

見
て

気
付

か
な

い
こ

と
に

気
付

け
て

良
か

っ
た

。
 

・
橋

の
下

ま
で

人
の

目
が

届
か

な
い

と
こ

ろ
も

修
繕

し
て

お
く

こ
と

で
ケ

ガ
す

る
人

が
出

な
く

な
る

の

で
、

良
い

活
動

だ
。

 

・
実

際
に

橋
を

ど
の

よ
う

に
工

事
す

る
か

を
写

真
で

は
な

く
実

物
で

見
る

こ
と

が
出

来
た

こ
と

が
良

か

っ
た

。
 

・
現

場
を

見
な

が
ら

点
検

の
仕

方
が

わ
か

っ
た

の
で

良
か

っ
た

(
2
件

)
。

 

・
知

ら
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
の

で
知

っ
て

良
か

っ
た

。
 

・
ハ

ン
マ

ー
で

打
っ

て
み

て
、

違
い

が
分

か
っ

て
良

か
っ

た
(
2
件

)
。

 

・
道

守
の

方
か

ら
金

丸
橋

の
劣

化
し

て
い

る
と

こ
ろ

を
教

え
て

も
ら

っ
た

り
、

実
際

に
悪

く
な

っ
て

い

る
所

を
調

べ
た

り
と

こ
れ

か
ら

役
に

立
つ

こ
と

が
出

来
て

良
か

っ
た

。
 

・
現

場
に

直
接

行
っ

て
実

習
を

し
た

の
で

分
か

り
や

す
か

っ
た

(
6
件

)
。

 

・
現

場
で

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

密
度

で
音

が
違

う
こ

と
が

分
か

っ
て

良
か

っ
た

。
 

・
実

際
に

外
観

や
、

打
音

が
で

き
た

め
に

な
っ

た
。

 

・
講

義
に

比
べ

て
時

間
が

短
す

ぎ
る

。
 

・
良

い
。

 

 4
．

今
後

、
上

ク
ラ

ス
の

『
道

守
補

コ
ー

ス
』

を
受

講
し

た
い

と
思

い
ま

す
か

？
 

 

5
．

全
体

的
な

感
想

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

①
 

4
月

1
2
日

 

・
今

す
ぐ

に
必

要
か

と
な

れ
ば

そ
う

は
思

わ
な

い
が

、
い

ず
れ

受
講

で
き

る
こ

と
が

出
来

る
な

ら
ば

し

た
い

と
思

っ
た

。
 

・
分

か
り

や
す

く
講

義
、

実
習

し
て

い
た

だ
き

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

・
全

体
的

に
良

か
っ

た
（

3
件

）
。

 

・
実

際
に

点
検

し
て

み
て

ど
う

い
う

の
か

が
わ

か
っ

た
。

 

・
時

間
に

余
裕

が
な

か
っ

た
の

は
分

か
り

ま
す

が
、

も
う

少
し

ゆ
っ

く
り

話
し

て
ほ

し
か

っ
た

。
 

・
道

守
に

つ
い

て
の

事
が

わ
か

り
ま

し
た

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
ス

マ
ホ

で
通

報
を

利
用

し
た

い
と

思

っ
た

。
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20
30

40
50

無
回

答

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

受
講

し
な

く
て

よ
い

受
講

し
た

い

① ②

・
道

路
や

橋
な

ど
当

た
り

前
に

あ
る

も
の

だ
と

思
っ

て
い

た
け

れ
ど

、
ち

ゃ
ん

と
管

理
さ

れ
て

い
る

お

か
げ

だ
と

よ
く

わ
か

っ
た

。
 

・
道

守
補

助
員

と
し

て
の

役
目

は
本

当
に

大
切

で
一

人
一

人
が

道
路

構
造

物
の

危
険

な
箇

所
を

注
意

深

く
見

て
し

っ
か

り
と

通
報

を
や

っ
て

い
き

た
い

と
思

っ
た

。
 

・
橋

・
道

路
が

老
朽

化
す

る
ま

で
の

大
体

の
期

間
な

ど
舗

装
の

大
事

さ
と

、
半

年
と

か
1
年

で
工

事
を

し
た

場
の

点
検

を
す

る
こ

と
が

大
事

だ
と

思
っ

た
。

何
か

異
常

を
発

見
し

た
場

合
は

連
絡

し
よ

う
と

思
う

。
今

日
は

貴
重

な
時

間
を

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

・
道

守
と

い
う

シ
ス

テ
ム

を
今

日
ま

で
知

ら
な

か
っ

た
が

、
今

日
の

講
義

を
聞

い
て

み
ん

な
で

市
民

の

生
活

を
支

え
る

こ
と

が
出

来
る

良
い

シ
ス

テ
ム

だ
と

感
じ

た
。

 

・
勉

強
に

な
っ

た
。

 

・
走

り
に

く
い

場
所

は
工

事
の

不
備

で
な

っ
て

い
た

り
、

自
然

災
害

な
ど

で
起

き
て

い
る

こ
と

を
知

っ

た
の

で
良

か
っ

た
。

 

・
も

う
少

し
詳

し
く

説
明

を
し

て
ほ

し
か

っ
た

（
2
件

）
。

 

・
道

守
補

助
員

と
い

う
の

が
道

路
や

橋
な

ど
の

安
全

を
守

っ
た

り
す

る
人

が
い

る
と

い
う

事
を

初
め

て

知
る

こ
と

が
出

来
た

（
4
件

）
。

 

・
分

か
り

や
す

い
説

明
だ

っ
た

。
 

・
道

守
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
が

出
来

て
と

て
も

良
か

っ
た

。
地

元
(
佐

世
保

)
で

危
険

な
地

域
が

た
く

さ

ん
見

ら
れ

る
の

で
、

今
後

通
報

し
た

い
と

思
う

。
 

②
 

4
月

1
9
日

 

・
良

か
っ

た
(
2
件

)
。

 

・
普

段
の

生
活

を
安

全
安

心
し

て
皆

が
暮

ら
す

た
め

に
必

要
な

活
動

だ
と

思
う

。
 

・
実

習
の

時
間

が
も

う
少

し
長

け
れ

ば
よ

か
っ

た
と

思
う

。
 

・
道

守
を

通
し

て
こ

れ
か

ら
事

故
を

防
い

で
い

た
ら

と
思

っ
た

。
 

・
こ

れ
か

ら
身

の
回

り
の

生
活

で
危

険
だ

と
思

う
こ

と
に

つ
い

て
気

を
配

り
な

が
ら

生
活

し
た

い
。

 

・
日

々
歩

い
て

い
る

中
で

も
地

域
の

見
回

り
を

す
れ

ば
事

故
な

ど
が

起
こ

る
前

に
防

げ
る

と
思

う
。

 

・
道

守
で

は
ど

う
い

う
こ

と
を

す
る

の
か

が
分

か
っ

た
。

 

・
資

格
(
施

工
管

理
等

)
を

取
得

し
た

後
も

う
一

度
道

守
に

つ
い

て
考

え
た

い
。

 

・
今

後
ど

こ
か

異
常

個
所

を
見

つ
け

た
ら

こ
の

講
座

を
思

い
出

し
道

守
通

報
シ

ス
テ

ム
を

使
っ

て
通

報
し

た
い

と
思

う
。

 

・
仕

事
の

専
門

外
だ

け
ど

楽
し

く
分

か
り

や
す

く
受

講
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

 

・
少

し
は

土
木

の
事

が
分

か
っ

た
の

で
い

い
勉

強
に

な
っ

た
。

 

・
分

か
り

や
す

か
っ

た
(
2
件

)
。

 

・
道

守
が

あ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
橋

や
道

路
が

守
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
知

る
こ

と
が

出
来

た
。

 

・
構

造
物

崩
壊

す
る

原
因

を
近

く
で

見
て

知
る

こ
と

が
出

来
良

い
経

験
に

な
っ

た
。

 

・
現

場
の

実
習

が
あ

り
自

分
の

目
で

確
か

め
る

こ
と

が
出

来
て

よ
か

っ
た

。
た

ま
に

異
常

が
あ

る
の

を
見

つ
け

て
も

何
も

し
て

な
か

っ
た

が
こ

れ
か

ら
は

長
大

イ
ン

フ
ラ

セ
ン

タ
ー

に
通

報
す

れ
ば

よ

い
こ

と
が

分
か

っ
た

。
 

・
こ

れ
か

ら
私

た
ち

が
道

守
と

し
て

役
に

立
ち

た
い

と
思

っ
た

。
こ

の
コ

ー
ス

を
受

け
て

良
か

っ

た
。

 

・
実

習
で

ハ
ン

マ
ー

な
ど

を
使

っ
て

実
際

に
点

検
の

仕
方

を
教

え
て

い
た

だ
い

た
の

で
今

後
に

つ
な

－20－



が
る

良
い

機
会

に
な

っ
た

。
 

・
講

義
を

受
け

て
い

る
よ

り
も

実
際

に
現

場
に

出
た

方
が

、
内

容
が

分
か

り
や

す
か

っ
た

(
2
件

)
。

 

・
現

場
実

習
も

あ
り

、
い

い
経

験
が

出
来

た
(
2
件

)
。

 

・
今

日
の

現
場

実
習

で
学

ん
だ

こ
と

を
自

分
の

現
場

で
活

か
し

て
い

き
た

い
。

 

・
現

地
で

の
講

習
時

間
が

あ
り

と
て

も
良

か
っ

た
と

思
う

。
 

・
自

分
た

ち
の

暮
ら

し
を

知
ら

な
い

と
こ

ろ
で

確
認

、
調

査
し

て
く

れ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
て

良
か

っ
た

。
 

・
道

路
な

ど
傷

ん
で

い
る

所
を

早
期

発
見

す
る

こ
と

が
大

切
だ

と
思

っ
た

。
ま

た
、

道
路

の
点

検
を

し
て

い
る

人
が

い
る

こ
と

を
初

め
て

知
っ

た
。

 

・
構

造
物

の
改

修
や

、
補

修
工

事
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
目

安
を

知
る

こ
と

が
出

来
た

こ
と

と
事

故
の

一
例

を
見

る
こ

と
が

出
来

た
こ

と
が

良
か

っ
た

。
 

・
自

分
の

行
動

で
道

路
を

き
れ

い
に

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

が
と

て
も

魅
力

的
だ

な
と

思
っ

た
。

 

・
実

際
に

現
場

に
出

て
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
塩

害
や

風
化

に
よ

っ
て

ひ
び

割
れ

や
崩

れ
て

い
た

り
し

て
い

た
の

で
、

そ
の

よ
う

な
箇

所
を

見
つ

け
た

際
に

は
道

守
補

助
員

が
ス

マ
ホ

か
ら

で
も

イ
ン

フ

ラ
長

寿
命

化
セ

ン
タ

ー
に

報
告

す
る

こ
と

が
大

切
だ

と
わ

か
っ

た
。

 

・
自

分
が

日
々

利
用

し
て

い
る

道
路

や
橋

が
ど

の
よ

う
な

状
態

な
の

か
知

る
こ

と
が

出
来

通
報

シ
ス

テ
ム

な
ど

を
利

用
し

て
よ

り
良

い
も

の
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

こ
れ

か

ら
の

長
崎

県
の

維
持

の
た

め
特

に
道

守
が

必
要

と
思

っ
た

。
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2.5.2 道守補コース 

【概要】 

道守補コースは、道路インフラ施設の点検作業・記録ができる人材養成を行った。カリ

キュラムは、講義・演習・実習で構成され、構造物概論、構造物維持管理概論、斜面・ト

ンネル・舗装点検概論、コンクリート構造物に関する点検概論・演習・実習、鋼構造に関

する点検概論・演習・実習を行った。 

  

◇対 象 ：自治体職員、地元企業職員、OB など 

◇講 義 レ ベ ル ：土木施工管理技士レベル 

◇募 集 方 法 ：長崎県土木部、宮崎県土木部、長崎県建設業協会、長崎県測量設計コ

ンサルタンツ協会を通じて、各企業へ参加協力依頼、各自治体職員へ

の参加協力依頼、HP・Facebook への掲載など 

◇受 講 料 ：無料 

◇認 定 試 験 ：筆記試験（4 択問題） 

 

＜長崎会場＞ 

◇募 集 人 員 ： 会場 25 名程度 

◇応 募 数 ： 48 名 

◇受 講 者 数 ： 26 名 

◇受 講 者 属 性 ： 長崎県・自治体職員、建設業者 

◇講 義 概 要 ： 講義（映像教材含む）、演習、現場実習 

◇実 施 時 期 ： 6 月 28 日(水)～7 月 21 日(金) 

 

＜宮崎会場＞ 

◇募 集 人 員 ： 15 名程度 

◇応 募 数 ： 12 名 

◇受 講 者 数 ： 12 名 

◇受 講 者 属 性 ： 宮崎県内自治体職員、建設業者、コンサルタント 

◇講 義 概 要 ： 講義、演習、現場実習 

◇実 施 時 期 ： 12 月 7 日(木)～12 月 14 日(木) 
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【カリキュラム】 

◆長崎会場 

 

◆宮崎会場 
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【
受

講
生

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

】
 

1
．

本
講

座
を

ど
こ

で
お

知
り

に
な

り
ま

し
た

か
（

複
数

回
答

可
）
。

 

 
 

＜
長

崎
会

場
＞

 

 
 

 
 

＜
宮

崎
会

場
＞

 

 

2
．

本
講

座
の

受
講

の
動

機
を

教
え

て
く

だ
さ

い
（

複
数

回
答

可
）
。

 

 

   

5
1 1

3
1 1

2
9

2
1

0
2

4
6

8
10

H
P

建
設

業
協

会

測
量

設
計

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
協

会

N
E

R
C

国
交

省 県

市
・

町

認
定

者

会
社

無
回

答

12 12
6

1 1

2
7

5

1
0

5
10

15
20

地
域

に
貢

献
す

る
た

め

仕
事

に
役

立
ち

そ
う

だ
っ

た
か

ら

自
己

啓
発

の
た

め

無
料

だ
っ

た
か

ら

資
格

取
得

の
為

長
崎

宮
崎

0
1

3
0

1
2

5
0

1
2

3
4

5
6

H
P

建
設

業
協

会

測
量

設
計

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
協

会

国
交

省 県

市
・

町

会
社

3
．

本
講

座
の

時
間

数
は

い
か

が
で

し
た

か
。

 

 

【
感

想
・

要
望

】
 

 
＜

長
崎

会
場

＞
 

・
講

義
開

始
・

終
了

時
刻

が
ま

ち
ま

ち
だ

っ
た

の
で

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

組
み

に
く

か
っ

た
。

 

・
週

末
講

習
で

良
か

っ
た

。
 

・
夏

場
は

暑
い

の
で

、
午

前
中

に
実

習
だ

と
助

か
る

。
 

・
週

1
回

に
し

て
ほ

し
い

。
 

・
午

前
1
1
時

か
ら

を
開

始
は

午
後

1
時

よ
り

が
良

い
。

 

・
ビ

デ
オ

講
義

の
場

合
、

配
信

や
D
V
D
等

で
職

場
や

自
宅

で
講

義
を

受
け

ら
れ

な
い

の
か

。
 

・
週

2
日

よ
り

1
日

午
前

～
夕

方
で

日
に

ち
を

多
く

で
き

な
い

の
か

(
負

担
が

大
き

い
た

め
)
 

・
特

に
な

し
、

現
状

の
ま

ま
で

良
い

と
思

う
。

 

＜
宮

崎
会

場
＞

 

・
時

間
を

と
っ

て
密

な
内

容
を

学
習

し
た

か
っ

た
。

 

・
4
月

～
6
月

ぐ
ら

い
の

時
期

に
し

て
ほ

し
い

。
 

・
講

義
時

間
、

曜
日

に
つ

い
て

は
O
K
だ

が
、

業
務

の
調

整
を

前
も

っ
て

す
る

の
が

大
変

だ
が

。
 

・
駆

け
足

な
部

分
も

あ
っ

た
の

で
、

少
し

余
裕

を
持

っ
て

聞
き

た
か

っ
た

。
 

・
曜

日
に

問
題

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

 

 

4
-
1
．

座
学

の
内

容
は

い
か

が
で

し
た

か
。

 

6
3

10
4 3

1
3

6
1

1
0

2
4

6
8

10
12

14
16

18

多
か
っ
た

5 4 3 2

少
な
か
っ
た

1

長
崎

宮
崎

7
9 9

1

6 3
10

4
3

0
5

10
15

20

難
し
か
っ
た

5 4 3 2

簡
単
す
ぎ
た

1

長
崎

宮
崎
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【
感

想
・

要
望

】
 

 
＜

長
崎

会
場

＞
 

・
一

般
の

方
が

受
講

す
る

に
は

難
し

い
と

思
い

ま
す

が
、

土
木

に
係

る
方

に
つ

い
て

は
ち

ょ
う

ど
よ

い

レ
ベ

ル
と

思
い

ま
す

。
 

・
テ

キ
ス

ト
の

文
字

等
が

小
さ

く
読

み
に

く
い

の
で

、
あ

る
程

度
見

え
る

大
き

さ
に

合
わ

せ
て

ほ
し

い
。
 

・
重

複
す

る
講

義
が

多
か

っ
た

。
 

・
学

ぶ
こ

と
が

多
く

、
自

身
の

見
識

を
広

げ
ら

れ
た

と
思

う
。

 

・
多

少
、

理
解

で
き

な
い

こ
と

が
あ

っ
た

。
 

・
も

っ
と

時
間

を
取

っ
て

ほ
し

い
。

 

＜
宮

崎
会

場
＞

 

・
丁

寧
で

良
か

っ
た

で
す

。
 

・
と

て
も

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
橋

梁
損

傷
事

例
よ

り
、

損
傷

や
劣

化
要

因
に

関
し

て
時

間
を

増
や

せ
る

と
い

い
。

 

・
記

録
様

式
の

記
入

に
お

け
る

詳
細

な
座

学
(
損

傷
度

判
定

)
。

 

・
分

か
り

や
す

か
っ

た
で

す
。

 

・
丁

寧
で

良
か

っ
た

で
す

。
最

新
の

研
究

な
ど

も
た

く
さ

ん
教

え
て

頂
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

 

 

4
-
2
．

座
学

の
内

容
は

理
解

で
き

ま
し

た
か

。
（

合
格

レ
ベ

ル
を

3
と

し
た

時
、

自
分

の
理

解
度

が
ど

れ
く

ら
い

で
し

た
か

）
 

【
理

解
で

き
な

か
っ

た
と

こ
ろ

】
 

＜
長

崎
会

場
＞

 

・
鋼

構
造

物
に

関
す

る
箇

所
。

 

・
橋

梁
の

応
力

関
係

。
 

・
内

容
に

つ
い

て
も

っ
と

時
間

を
取

っ
て

ほ
し

い
。

 

・
各

損
傷

の
具

体
的

な
中

身
。

 

・
理

解
で

き
て

い
る

か
す

ら
わ

か
ら

な
い

。
 

＜
宮

崎
会

場
＞

 

・
講

義
内

容
の

資
料

の
復

習
で

試
験

に
挑

ん
だ

が
、

試
験

内
容

と
資

料
の

バ
ラ

ン
ス

が
あ

っ
て

い
な

い

よ
う

に
感

じ
る

。
 

2
11

7 6
0

7
9

9
1

0
5

10
15

20
25

理
解

で
き

た
5 4 3 2

ま
っ

た
く

理
解

で
き

な
か

っ
た

1

長
崎

宮
崎

5
-
1
．

検
査

演
習

は
い

か
が

で
し

た
か

。
（

検
査

方
法

の
習

得
、

器
具

の
使

用
方

法
等

）
 

 

【
感

想
・

要
望

】
 

＜
長

崎
会

場
＞

 

・
慣

れ
て

い
な

い
か

ら
と

い
う

事
が

一
番

大
き

い
と

思
い

ま
す

が
、

い
き

な
り

や
れ

と
言

わ
れ

て
も

難

し
く

分
か

ら
な

か
っ

た
。

 

・
と

く
に

な
し

。
分

か
り

や
す

い
と

思
う

。
 

・
器

具
を

使
用

す
る

の
で

理
解

は
し

や
す

い
。

 

・
理

解
は

で
き

ま
し

た
。

 

・
実

習
は

大
変

有
意

義
で

あ
っ

た
。

 

・
先

生
方

に
説

明
も

詳
し

く
し

て
頂

い
て

わ
か

り
や

す
か

っ
た

。
 

 
＜

宮
崎

会
場

＞
 

 
・

も
っ

と
い

ろ
ん

な
種

類
を

体
験

し
て

み
た

か
っ

た
。

 

 
・

様
々

な
調

査
が

体
験

で
き

良
か

っ
た

。
（

２
件

）
 

 
・

実
際

に
検

査
機

器
を

触
れ

る
こ

と
が

非
常

に
良

い
。

実
習

が
現

地
時

間
も

少
な

く
、

説
明

が
足

り
な

く
様

式
作

成
に

苦
労

し
た

。
様

式
が

宮
崎

県
と

違
う

の
で

し
ょ

う
が

な
い

の
か

な
？

 

 5
-
2
．

検
査

演
習

は
理

解
で

き
ま

し
た

か
。
（

合
格

レ
ベ

ル
を

3
と

し
た

時
、

自
分

の
理

解
度

は
ど

の
く

ら

い
か

）
 

3 5
17

1 0

2
9

1

0
5

10
15

20
25

30

難
し
か
っ
た

5 4 3 2

簡
単
す
ぎ
た

1

長
崎

宮
崎

5 5
10

2 1
3

1
6

4
1

0
2

4
6

8
10

12
14

16

理
解
で
き
た

5 4 3 2

ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
か
っ
た

1

無
回
答

長
崎

宮
崎
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【
理

解
で

き
な

か
っ

た
と

こ
ろ

】
 

 
＜

長
崎

会
場

＞
 

・
実

践
で

き
る

か
ど

う
か

。
 

・
電

磁
波

レ
ー

ダ
ー

の
画

面
が

見
に

く
か

っ
た

。
 

・
理

解
で

き
ま

し
た

。
 

 6
-
1
．

点
検

実
習

は
い

か
が

で
し

た
か

。
（

点
検

方
法

の
習

得
、

点
検

シ
ー

ト
の

書
き

方
等

）
 

 

【
感

想
・

要
望

】
  

 
＜

長
崎

会
場

＞
  

 
 

 
 

 

・
書

き
方

が
わ

か
ら

な
く

、
苦

労
し

た
。

 

・
涼

し
い

時
期

に
行

っ
て

ほ
し

い
。

 

・
時

間
が

短
い

。
 

・
時

間
に

対
し

て
損

傷
個

所
が

多
か

っ
た

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
班

ご
と

に
橋

梁
全

体
で

は
な

く
一

部

分
点

検
す

る
よ

う
に

し
た

ら
も

っ
と

正
確

な
点

検
が

出
来

た
と

思
わ

れ
る

。
 

・
点

検
実

習
は

時
間

を
取

っ
て

ほ
し

い
。

 

・
各

点
検

実
習

時
間

が
短

い
と

感
じ

ま
し

た
。

実
習

時
期

が
夏

場
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、

途
中

休
憩

を

は
さ

み
な

が
ら

も
1
か

所
当

た
り

の
時

間
を

長
く

し
た

方
が

、
気

落
ち

に
余

裕
を

も
っ

て
実

習
で

き

る
と

思
い

ま
し

た
。

 

・
点

検
シ

ー
ト

が
記

入
し

づ
ら

か
っ

た
。

 

・
具

体
的

な
変

状
が

目
視

で
き

て
良

か
っ

た
。

 

・
提

出
し

た
シ

ー
ト

の
正

誤
が

知
り

た
い

。
 

・
ト

ン
ネ

ル
点

検
の

趣
旨

が
よ

く
わ

か
ら

な
か

っ
た

。
→

現
地

で
の

説
明

が
少

な
い

。
聞

こ
え

な
い

。

実
際

の
損

傷
に

対
す

る
説

明
等

。
 

・
時

間
が

短
く

あ
せ

っ
た

面
が

あ
っ

た
。

点
検

シ
ー

ト
に

あ
ら

か
じ

め
桁

配
置

等
の

準
備

が
必

要
だ

っ

た
。

 

・
事

前
の

説
明

に
お

い
て

書
き

方
の

具
体

的
な

説
明

、
実

演
等

で
現

地
で

あ
せ

ら
ず

記
入

で
き

る
よ

う

な
準

備
が

少
し

足
り

な
か

っ
た

。
 

・
実

習
時

の
講

師
の

数
を

増
や

し
た

方
が

、
現

地
で

の
調

査
す

べ
き

ポ
イ

ン
ト

等
細

か
く

話
を

聞
く

こ

と
が

出
来

 

4
12

7
1 0
2

1
3

7
1

0
2

4
6

8
10

12
14

16

難
し

か
っ

た
5 4 3 2

簡
単

す
ぎ

た
1

無
回

答

長
崎

宮
崎

る
と

思
う

。
 

・
時

間
が

短
い

。
狭

い
箇

所
に

人
が

密
集

し
て

い
た

。
 

・
も

う
少

し
時

間
が

あ
れ

ば
よ

か
っ

た
。

 

 
＜

宮
崎

会
場

＞
 

 
・

点
検

シ
ー

ト
の

作
成

は
真

に
近

接
目

視
が

可
能

な
箇

所
に

限
定

し
た

方
が

、
確

実
な

実
習

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
 

 
・

様
式

作
成

に
関

す
る

説
明

を
も

っ
と

詳
し

く
。

 

・
写

真
の

撮
り

方
が

難
し

か
っ

た
(
遠

近
)
。

 

 6
-
2
．

点
検

実
習

は
理

解
で

き
ま

し
た

か
。
（

合
格

レ
ベ

ル
を

3
と

し
た

時
、

自
分

の
理

解
度

が
ど

れ
く

ら

い
で

し
た

か
）

 

 

【
理

解
で

き
な

か
っ

た
と

こ
ろ

】
 

＜
長

崎
会

場
＞

 

・
も

う
少

し
時

間
が

あ
れ

ば
よ

か
っ

た
。

 

・
変

状
箇

所
に

お
け

る
判

定
区

分
の

段
階

が
明

確
に

見
極

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

 

・
損

傷
図

を
描

く
の

で
精

一
杯

だ
っ

た
。

 

・
ト

ン
ネ

ル
実

習
で

は
説

明
の

声
が

聞
こ

え
づ

ら
か

っ
た

。
 

・
実

践
的

過
ぎ

て
つ

い
て

い
け

な
い

感
じ

が
し

た
。

 

          

1
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7
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理
解
で
き
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ま
っ
た
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理
解
で
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な
か
っ
た

1

無
回
答

長
崎

宮
崎
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7
．
本

講
座
（

座
学

・
検

査
演

習
・

点
検

実
習

）
を

受
講

し
て

、
今

後
の

業
務

に
活

用
で

き
る

自
信

が
つ

き

ま
し

た
か

。
 

 
 

 
 

 
 

【
感

想
・

要
望

】
 

＜
長

崎
会

場
＞

 

・
以

前
よ

り
は

と
い

う
意

味
で

は
少

し
自

信
が

つ
い

た
。

 

・
計

測
機

器
を

扱
え

る
機

会
が

少
な

か
っ

た
た

め
勉

強
に

な
っ

た
。

 

＜
宮

崎
会

場
＞

 

・
点

検
業

務
を

行
っ

て
い

く
上

で
必

要
な

知
識

を
取

得
で

き
た

と
思

い
ま

す
。

 

・
今

後
の

点
検

業
務

等
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
つ

な
が

る
と

考
え

る
。

 

 

8
．

全
体

的
な

感
想

を
お

聞
か

せ
下

さ
い

。
 

＜
長

崎
会

場
＞

 

・
点

検
実

習
の

レ
ポ

ー
ト

に
つ

い
て

、
講

義
時

間
内

で
提

出
す

る
よ

う
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
し

て
も

ら
え

る
と

助
か

り
ま

す
。

 

・
検

査
方

法
等

を
普

段
行

わ
な

い
こ

と
が

学
習

で
き

た
の

で
良

か
っ

た
。

 

・
全

体
的

に
難

し
い

内
容

で
し

た
。

自
分

の
仕

事
と

の
調

整
も

し
な

が
ら

で
十

分
に

勉
強

が
出

来
な

か
っ

た
。

講
習

時
間

が
多

い
方

が
い

い
と

思
う

。
 

・
複

数
の

教
師

か
ら

様
々

な
面

で
道

守
に

関
し

て
授

業
を

受
け

ら
れ

た
反

面
、

授
業

内
容

が
重

複
す

る
こ

と
が

あ
り

、
復

習
で

不
便

で
あ

っ
た

。
 

・
と

て
も

た
め

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
実

際
の

点
検

業
務

に
促

し
た

講
座

だ
っ

た
の

で
、
す

ぐ
に

で
も

業
務

に
活

か
す

こ
と

が
出

来
る

と
思

う
。

仕
様

書
や

基
準

だ
け

で
は

わ
か

り
づ

ら
い

と
こ

ろ
を

か
み

く
だ

い
て

教
え

て
頂

い
た

の
で

、
大

変
た

め

に
な

っ
た

。
 

・
修

繕
、

補
修

方
法

を
教

え
て

ほ
し

い
。

 

・
良

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。
 

・
イ

ン
フ

ラ
構

造
物

の
現

状
、

背
景

等
基

本
的

な
と

こ
ろ

か
ら

、
各

構
造

物
の

点
検

、
記

録
ま

で
幅

広
く

学
ぶ

こ
と

が
出

来
ま

し
た

。
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
つ

い
て

も
、

多
少

改
良

は
必

要
か

と
思

い
ま

す
が

、
基

礎
知

識
の

復
習

、
向

上
に

役
立

つ
も

の
と

思
い

、
今

後
も

活
用

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
あ

り
が

と
う

ご

4
11 9

0
2

1
6

4
1 0

2
4

6
8
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12

14
16

18

自
信

は
つ

い
た

5 4 3 2

自
信

は
つ

い
て

い
な

い
1

無
回

答

長
崎

宮
崎

ざ
い

ま
し

た
。

 

・
講

師
の

先
生

方
を

は
じ

め
、

ス
タ

ッ
フ

の
方

々
が

一
生

懸
命

活
動

さ
れ

た
り

、
自

分
た

ち
の

た
め

に
頑

張
っ

て
く

れ
て

い
る

こ
と

に
感

激
し

ま
し

た
。

自
分

も
頑

張
り

た
い

と
思

い
ま

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ

い
ま

す
。

 

・
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
改

善
を

要
望

し
ま

す
。

例
：

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト
の

間
違

い
箇

所
が

わ
か

る
よ

う
な

仕

組
み

に
し

て
ほ

し
い

。
 

・
基

礎
的

な
講

義
も

重
要

で
す

が
、

現
場

で
の

調
査

(
確

認
す

べ
き

所
)
に

つ
い

て
も

う
少

し
詳

し
く

解
説

を
お

願
い

し
た

い
。

 

＜
宮

崎
会

場
＞

 

・
演

習
や

実
習

を
実

施
し

て
、

知
識

だ
け

で
は

な
く

、
経

験
で

き
た

こ
と

が
道

守
補

を
受

講
し

て
よ

か
っ

た
で

す
。

 

・
講

義
開

始
時

の
試

験
解

説
を

し
て

も
ら

え
る

と
よ

り
理

解
度

が
深

ま
る

と
思

い
ま

し
た

。
 

・
点

検
実

習
の

中
で

は
、

点
検

者
が

現
場

で
ど

の
よ

う
な

手
順

と
動

き
で

行
え

ば
効

率
的

か
つ

高
い

精
度

で
の

点
検

が
可

能
と

な
る

か
、

具
体

的
な

モ
デ

ル
行

動
で

示
し

て
も

ら
え

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

 

・
点

検
実

習
前

の
説

明
を

う
ま

く
理

解
で

き
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

レ
ポ

ー
ト

作
成

に
苦

労
し

た
。

実
務

経
験

を
積

ん
で

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

し
た

い
。

 

・
座

学
、

演
習

共
に

内
容

の
良

い
も

の
ば

か
り

で
今

後
の

業
務

に
活

用
で

き
そ

う
で

す
。

 

・
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
と

て
も

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
仕

事
で

も
活

か
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

・
と

て
も

丁
寧

で
分

か
り

や
す

か
っ

た
で

す
。

 

・
も

う
少

し
時

間
を

か
け

て
学

習
し

た
い

。
 

・
宮

崎
で

浸
透

、
知

名
度

を
上

げ
る

た
め

、
行

政
民

間
と

も
一

体
に

な
っ

て
頑

張
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。
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2.5.3 特定道守コース 

【概要】 

特定道守コースは、コンクリート構造・鋼構造の 2 分野を設定し、道路インフラ施設の

診断ができ、特定の分野で極めて高度な技術を有する人材養成を行った。 

カリキュラムは、講義・演習・実習・実験で構成され、斜面・トンネル・舗装の維持管

理、情報処理、計測モニタリング等の共通講座および各コースの材料、施工、調査・診断・

評価、補修・補強、材料実験、プロジェクト演習を行った。 

  

◇対 象 ：自治体職員、地元企業職員、自治体 OB、地元企業 OB 等 

◇講 義 レ ベ ル ：コンクリート診断士、鋼構造診断士レベル 

◇募 集 方 法 ：長崎県土木部、(一社)長崎県建設業協会、(一社)長崎県測量設計コンサ

ルタンツ協会を通じて、各企業へ参加協力依頼、各自治体職員への参加

協力依頼、認定者へのメール送信による告知、HP・Facebook への掲載等 

◇講 義 概 要 ：講義・演習・実習 

◇受 講 料 ：無料 

◇認 定 試 験 ：筆記試験 1（4 択問題＋用語説明）、筆記試験 2（論文形式問題） 

＜前期＞ 

◇募 集 人 員 ：コンクリート構造 20 名、鋼構造 15 名程度 

◇応 募 数 ：コンクリート構造 11 名・鋼構造 11 名 うち 7 名が 2 分野同時受講 

◇受 講 者 数 ：コンクリート構造 9 名・鋼構造 9 名 うち 5 名が 2 分野同時受講 

◇受 講 者 属 性 ：建設業関係、自治体、コンサルタント、(公財)長崎県建設技術研究ｾﾝﾀｰ 

◇実 施 時 期 ：5 月 11 日(木)～6 月 21 日(水)うち 9 日間 

 

＜後期＞ 

◇募 集 人 員 ：コンクリート構造 20 名、鋼構造 15 名程度 

◇応 募 数 ：コンクリート構造 11 名・鋼構造 8 名 うち 6 名が 2 分野同時受講 

◇受 講 者 数 ：コンクリート構造 12 名・鋼構造 5 名 うち 6 名が 2 分野同時受講 

◇受 講 者 属 性 ：建設業関係、自治体、コンサルタント、(公財)長崎県建設技術研究ｾﾝﾀｰ 

◇実 施 時 期 ：9 月 7 日(木)～10 月 18 日(金)うち 9 日間 
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【カリキュラム】 

◆前期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前
期

１
限

（9
:0

0～
9:

5
0）

２
限

（1
0
:0

0～
10

:5
0）

３
限

（1
1
:0

0
～

1
1:

50
）

４
限

（1
3:

00
～

1
3:

50
）

５
限

（1
4:

00
～

1
4:

50
）

６
限

（
15

:0
0～

15
:5

0）
７

限
（
16

:0
0～

16
:5

0）

A
11

技
術

者
倫

理
と

安
全

工
学

A
12

環
境

工
学

高
橋

夛
田

共
同

研
究

交
流

セ
ン

タ
ー

　
研

修
室

〃

A
13

騒
音

・振
動

A
19

斜
面

の
維

持
管

理

奥
松

松
永

（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）

共
同

研
究

交
流

セ
ン

タ
ー

　
研

修
室

〃

A
20

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

概
論

A
19

斜
面

の
維

持
管

理

高
橋

福
井

（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）

〃
〃

B
11

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
材

料
B

13
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
B

12
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

性
質

B
14

調
査

手
法

（
1）

B
1
4

調
査

手
法

（2
）

佐
々

木
佐

々
木

山
口

濵
田

(D
V

D
)

濵
田

(D
V

D
)

共
同

研
究

交
流

セ
ン

タ
ー

　
研

修
室

〃
〃

〃
〃

C
1
2

鋼
材

の
防

食
C

11
鋼

材
の

基
本

的
性

質
C

13
主

要
材

料
と

し
て

の
鋼

材
C

14
診

断
の

た
め

の
測

定
(1

)
C

1
4

診
断

の
た

め
の

測
定

(2
)

中
村

勝
田

才
本

(D
V

D
)

森
田

（
D

V
D

）
中

村
(D

V
D

)

共
同

研
究

交
流

セ
ン

タ
ー

　
研

修
室

〃
〃

〃
〃

B
16

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

の
補

修
・
補

強
B

17
耐

震
診

断
・補

強
B

15
予

測
･評

価
方

法
･判

定
基

準
(1

)
B

15
予

測
･評

価
方

法
･判

定
基

準
(2

)

日
比

野
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）
山

口
松

田
松

田

共
同

研
究

交
流

セ
ン

タ
ー

　
研

修
室

〃
〃

〃

C
15

損
傷

部
材

の
評

価
(2

)
C

15
損

傷
部

材
の

評
価

(1
)

勝
田

才
本

共
同

研
究

交
流

セ
ン

タ
ー

　
研

修
室

共
同

研
究

交
流

セ
ン

タ
ー

　
研

修
室

B
18

塩
害

に
対

す
る

総
合

診
断

と
対

策
B

25
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

の
架

設
・
施

工
(1

)
B

25
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

の
架

設
・
施

工
(2

)
A

2
1

橋
梁

下
部

工
の

施
工

A
2
2

橋
梁

付
属

施
設

の
施

工

谷
倉

（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）
P

C
建

協
P

C
建

協
N

E
X

C
O

　
福

永
N

E
X

C
O

　
福

永

2
08

番
講

義
室

20
8
番

講
義

室
20

8
番

講
義

室
20

8
番

講
義

室
20

8番
講

義
室

C
16

補
修

･補
強

概
論

(1
)

C
16

補
修

･補
強

概
論

(2
)

C
24

鋼
橋

の
架

設
・
施

工
(1

)
C

24
鋼

橋
の

架
設

・
施

工
(2

)
C

18
技

術
基

準
と

最
近

の
話

題
(1

)
C

18
技

術
基

準
と

最
近

の
話

題
(2

)

森
田

（D
V

D
)

中
村

大
島

造
船

所
　

前
田

大
島

造
船

所
　

前
田

安
波

（Ｄ
Ｖ

Ｄ
）

安
波

（Ｄ
Ｖ

Ｄ
）

2
08

番
講

義
室

2
08

番
講

義
室

20
8
番

講
義

室
20

8
番

講
義

室
共

同
研

究
交

流
セ

ン
タ

ー
　

研
修

室
〃

B
20

補
修

・
補

強
の

失
敗

事
例

B
19

A
S

R
・
床

版
劣

化
に

対
す

る
診

断
と

対
策

B
21

損
傷

部
材

の
性

能
評

価
演

習
B

22
補

修
･補

強
計

画
立

案
演

習

樋
野

（Ｄ
Ｖ

Ｄ
）

奥
松

樋
野

樋
野

共
同

研
究

交
流

セ
ン

タ
ー

　
研

修
室

〃
〃

〃

C
2
1

最
近

の
補

修
・補

強
例

C
22

補
修

・
補

強
の

失
敗

事
例

C
19

損
傷

部
材

の
性

能
評

価
演

習
C

20
補

修
･補

強
計

画
立

案
演

習

谷
倉

（Ｄ
Ｖ

Ｄ
）

谷
倉

（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）
阿

部
阿

部

共
同

研
究

交
流

セ
ン

タ
ー

　
研

修
室

〃
〃

〃

特
別

講
演

A
1
8

舗
装

の
維

持
管

理

佐
藤

（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）

〃

A
15

構
造

物
の

計
測

と
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

C
17

材
料

実
験

実
験

室

6月
16

日
(金

)
特

定
鋼

④

特
定

鋼
③

特
定

コ
②

6月
1日

(木
)

6月
9日

(金
)

特
定

コ
④

6月
21

日
(水

)
特

定
鋼

⑤

C
23

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

(鋼
橋

)

山
根

、
松

永
、

室
園

未
来

工
学

研
究

セ
ン

タ
ー

　
第

2研
究

室

6月
20

日
(火

)
特

定
コ

⑤

B
24

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
)

山
根

、
松

永
、

赤
堀

、
一

ノ
瀬

サ
イ

エ
ン

ス
テ

ク
ノ

ラ
ボ

（
物

理
）

6月
2日

(金
)

特
定

鋼
②

6月
15

日
(木

)

6月
8日

(木
)

特
定

コ
③

5月
26

日
(金

)

5月
25

日
(木

)
特

定
コ

①

5月
19

日
(金

)
特

定
共

通
④

5月
18

日
(木

)
特

定
共

通
③

特
定

鋼
①

5月
11

日
(木

)
特

定
共

通
①

5月
12

日
(金

)

A
1
4

構
造

物
と

化
学

田
邉

特
定

共
通

②

〃

1
2番

講
義

室

特
別

講
演

B
2
3

材
料

実
験

(3
)(

4
)

佐
々

木

佐
々

木

A
1
6

情
報

処
理

中
村

、
勝

田
、

本
村

、
大

野

鹿
児

島
大

学
　

武
若

先
生

12
番

講
義

室

研
修

室
／

実
験

室

森
山 〃

森
山

共
同

研
究

交
流

セ
ン

タ
ー

　
研

修
室

B
2
3

材
料

実
験

(1
)(

2
)

A
17

ト
ン

ネ
ル

の
診

断
と

対
策

蒋

共
同

研
究

交
流

セ
ン

タ
ー

　
研

修
室

研
修

室
／

実
験

室

九
州

大
学

　
園

田
先

生

－29－



◆後期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前
期

１
限

（
9
:0

0
～

9
:5

0
）

２
限

（
1
0
:0

0
～

1
0
:5

0
）

３
限

（
1
1
:0

0
～

1
1
:5

0
）

４
限

（
1
3
:0

0
～

1
3
:5

0
）

５
限

（
1
4
:0

0
～

1
4
:5

0
）

６
限

（
1
5
:0

0
～

1
5
:5

0
）

７
限

（
1
6
:0

0
～

1
6
:5

0
）

A
1
1

技
術

者
倫

理
と

安
全

工
学

A
1
3

騒
音

・
振

動

高
橋

奥
松

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

A
1
9

斜
面

の
維

持
管

理
A

1
9

斜
面

の
維

持
管

理

松
永

（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）
福

井
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

A
1
2

環
境

工
学

A
2
0

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

概
論

夛
田

高
橋

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

B
1
1

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
材

料
B

1
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
性

質
B

1
3

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
耐

久
性

佐
々

木
山

口
佐

々
木

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

C
1
2

鋼
材

の
防

食
C

1
1

鋼
材

の
基

本
的

性
質

C
1
3

主
要

材
料

と
し

て
の

鋼
材

C
1
5

損
傷

部
材

の
評

価
(1

)
C

1
4

診
断

の
た

め
の

測
定

(1
)

C
1
4

診
断

の
た

め
の

測
定

(2
)

中
村

勝
田

(D
V

D
)

才
本

才
本

山
口

中
村

（
D

V
D

)

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

B
1
4

調
査

手
法

（
1
）

B
1
4

調
査

手
法

（
2
）

B
1
6

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

の
補

修
・
補

強

濵
田

（
D

V
D

)
濵

田
（
D

V
D

)
日

比
野

（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

C
1
5

損
傷

部
材

の
評

価
(2

)
C

1
6

補
修

･補
強

概
論

(1
)

C
1
6

補
修

･補
強

概
論

(2
)

勝
田

（
D

V
D

)
山

口
中

村
（
D

V
D

)

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

B
1
7

耐
震

診
断

・
補

強
B

1
9

A
S

R
・
床

版
劣

化
に

対
す

る
診

断
と

対
策

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
の

架
設

・
施

工
(1

)
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

の
架

設
・
施

工
(2

)
B

1
5

予
測

･評
価

方
法

･判
定

基
準

(1
)

B
1
5

予
測

･評
価

方
法

･判
定

基
準

(2
)

山
口

奥
松

P
C

建
協

　
田

中
P

C
建

協
　

田
中

松
田

松
田

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

C
1
8

技
術

基
準

と
最

近
の

話
題

(1
)

C
1
8

技
術

基
準

と
最

近
の

話
題

(2
)

鋼
橋

の
架

設
・
施

工
(1

)
鋼

橋
の

架
設

・
施

工
(2

)
橋

梁
下

部
工

の
施

工
橋

梁
付

属
施

設
の

施
工

安
波

（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）
安

波
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）
大

島
造

船
所

　
前

田
大

島
造

船
所

　
前

田
N

E
X

C
O

　
福

永
N

E
X

C
O

　
福

永

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

B
1
8

塩
害

に
対

す
る

総
合

診
断

と
対

策
B

2
0

補
修

・
補

強
の

失
敗

事
例

B
2
1

損
傷

部
材

の
性

能
評

価
演

習
B

2
2

補
修

･補
強

計
画

立
案

演
習

谷
倉

（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）
樋

野
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）
樋

野
樋

野

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

C
2
1

最
近

の
補

修
・
補

強
例

C
2
2

補
修

・
補

強
の

失
敗

事
例

C
1
9

損
傷

部
材

の
性

能
評

価
演

習
C

2
0

補
修

･補
強

計
画

立
案

演
習

谷
倉

（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）
谷

倉
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）
阿

部
阿

部

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

、
学

内
実

験
室

A
1
7

ト
ン

ネ
ル

の
診

断
と

対
策

セ
ミ

ナ
ー

室
２

蒋

セ
ミ

ナ
ー

室
２

学
内

　
実

験
室

佐
々

木

C
1
7

材
料

実
験

勝
田

、
本

村
、

大
野

A
1
6

情
報

処
理

森
山

セ
ミ

ナ
ー

室
２

佐
藤

（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）

9
月

7
日

(木
)

特
定

共
通

①

A
1
8

舗
装

の
維

持
管

理

9
月

8
日

(金
)

特
別

講
演

 （
9
0
分

間
）

特
別

講
演

 （
9
0
分

間
）

(一
社

)九
州

建
設

技
術

管
理

協
会

　
川

神
理

事

特
定

共
通

②
田

邉

9
月

2
2
日

(金
)

9
月

2
1
日

(木
)

特
定

コ
①

9
月

1
5
日

(金
)

特
定

共
通

④

9
月

1
4
日

(木
)

A
2
0

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

山
根

、
松

永
、

一
ノ

瀬

特
定

共
通

③

1
0
月

1
2
日

(木
)

1
0
月

5
日

(木
)

特
定

コ
③

1
0
月

6
日

(金
)

9
月

2
8
日

(木
)

B
2
3

材
料

実
験

(1
)(

2
)

1
0
月

1
8
日

(水
)

特
定

鋼
⑤

A
2
0

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

山
根

、
松

永
、

室
園

1
0
月

1
7
日

(火
)

特
定

コ
⑤

9
月

2
9
日

(金
)

長
岡

科
学

技
術

大
学

　
下

村
匠

先
生

大
会

議
室

特
定

鋼
③

特
定

コ
②

特
定

鋼
①

大
会

議
室

特
定

鋼
②

1
0
月

1
3
日

(金
)

特
定

鋼
④

特
定

コ
④

セ
ミ

ナ
ー

室
２

A
1
4

構
造

物
と

化
学

A
1
5

構
造

物
の

計
測

と
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

森
山

B
2
3

材
料

実
験

(3
)(

4
)

佐
々

木

セ
ミ

ナ
ー

室
２

セ
ミ

ナ
ー

室
２

、
学

内
実

験
室
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【
受

講
生

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

】
 

1
．

本
講

座
の

時
間

数
は

い
か

が
で

し
た

か
。

 
 

 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

 

・
現

行
の

ま
ま

で
良

い
。

 

・
平

日
1
8
時

以
降

で
実

施
す

る
こ

と
で

少
し

は
業

者
の

負
担

が
減

る
か

も
し

れ
な

い
と

感
じ

ま
し

た
。
 

【
鋼

】
 

・
少

な
い

と
思

い
ま

し
た

。
 

【
2
分

野
】

 

・
毎

週
特

定
の

日
（

木
曜

日
、

金
曜

日
等

）
決

ま
っ

て
い

た
の

は
良

か
っ

た
。

→
計

画
予

定
が

立
て

や

す
い

。
 

・
先

に
決

定
さ

れ
た

方
が

動
き

易
い

。
 

・
9
：

0
0
～

1
6
：

0
0
ま

で
（

火
・

水
曜

日
）

 
 

 2
-
1
．

共
通

科
目

に
つ

い
て

感
想

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

（
技

術
者

倫
理

と
安

全
工

学
、

環
境

工
学

、
騒

音
・

振
動

、
化

学
分

析
、

計
測

と
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

情

報
処

理
、

ト
ン

ネ
ル

・
舗

装
・

斜
面

、
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
概

論
）

 

 【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

 

・
ト

ン
ネ

ル
な

ど
は

大
変

参
考

に
な

っ
た

。
 

・
ト

ン
ネ

ル
を

も
う

少
し

時
間

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
 

・
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
、

損
傷

評
価

が
２

-
３

，
３

-
４

と
別

れ
る

こ
と

が
多

く
、

２
の

例
、

３
の

例
４

の
例

と
具

体
的

な
講

義
が

あ
れ

ば
大

変
勉

強
に

な
り

ま
す

。
 

3 2
6

1

1
10

1
1

0
5

10
15

20

多
か

っ
た

５ ４ ３ ２

少
な

か
っ

た
１

前
期

後
期

1
3

8
0 0

4
9

0
5

10
15

20

難
し

か
っ

た
５ ４ ３ ２

簡
単

す
ぎ
た

1

前
期

後
期

・
化

学
分

析
や

計
測

と
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
は

、
実

際
の

橋
梁

点
検

現
場

で
行

え
ば

さ
ら

に
効

果

が
高

ま
る

と
感

じ
ま

し
た

。
 

・
広

く
う

す
く

理
解

で
き

ま
し

た
。

 

【
鋼

】
 

・
難

し
い

と
感

じ
ら

れ
ま

し
た

。
 

・
化

学
分

析
は

普
段

の
業

務
の

中
で

触
れ

る
こ

と
の

な
い

分
野

で
あ

っ
た

た
め

、
新

鮮
に

感
じ

た
。

 

【
２

分
野

】
 

・
必

要
な

情
報

ば
か

り
と

は
思

う
が

、
試

験
を

考
え

る
と

覚
え

る
量

が
多

い
と

感
じ

た
。

 

・
ト

ン
ネ

ル
の

時
間

を
多

く
し

て
ほ

し
い

。
今

の
時

間
で

は
少

な
い

と
思

う
。

 

  2
-
2
．

共
通

科
目

の
内

容
は

理
解

で
き

ま
し

た
か

。
 

（
合

格
レ

ベ
ル

を
3
と

し
た

時
、

自
分

の
レ

ベ
ル

が
ど

れ
く

ら
い

か
）

 

 【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

 

・
道

守
補

の
復

習
も

あ
り

分
か

り
や

す
か

っ
た

。
 

・
計

測
演

習
は

大
変

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
実

際
「

見
る

」
こ

と
で

印
象

に
残

り
ま

す
。

 

・
難

し
か

っ
た

。
 

【
鋼

】
 

・
専

門
外

で
し

た
の

で
難

し
か

っ
た

で
す

。
 

・
当

た
り

前
だ

が
、

自
学

が
必

要
。

 

【
２

分
野

】
 

・
道

守
補

や
他

の
資

格
の

内
容

と
重

な
る

部
分

が
あ

り
、

復
習

と
な

り
よ

か
っ

た
と

思
う

。
 

・
分

か
り

や
す

い
講

義
で

理
解

で
き

た
。

 

      

0
4

6
2

4
7

2
0 0

2
4

6
8

10
12

14

理
解
で
き
な
か
っ
た

１２３４

理
解
で
き
た

５

前
期

後
期
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3
-
1
．

専
門

科
目

は
い

か
が

で
し

た
か

。
 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
鋼

構
造

】
 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

 

・
現

地
で

診
断

(
機

材
)
を

や
っ

て
み

た
い

。
 

・
日

頃
使

用
し

な
い

よ
う

な
専

門
用

語
が

あ
り

苦
労

し
ま

し
た

。
 

・
補

修
の

実
例

は
良

か
っ

た
。

損
傷

レ
ベ

ル
と

損
傷

場
所

、
状

況
に

よ
る

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
が

あ
れ

ば

受
講

し
た

い
。

損
傷

事
例

と
そ

れ
を

補
修

し
た

事
例

が
一

対
で

あ
れ

ば
分

か
り

や
す

い
。

 

・
科

目
の

中
で

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

損
傷

原
因

な
ど

、
重

複
し

て
い

る
科

目
が

あ
っ

た
。

 

・
専

門
性

の
高

い
と

こ
ろ

は
理

解
す

る
ま

で
時

間
が

か
か

る
。

 

・
対

策
工

法
の

専
門

的
な

内
容

を
詳

し
く

説
明

し
て

ほ
し

い
。

 

【
鋼

】
 

・
難

し
か

っ
た

。
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

少
し

だ
け

詳
し

く
知

っ
て

い
た

反
面

、
苦

手
と

す
る

鋼
に

つ
い

て
勉

強
す

る
時

間

が
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

比
べ

て
多

く
か

か
っ

た
。

 

 3
-
2
．

専
門

科
目

の
内

容
は

理
解

で
き

ま
し

た
か

。
 

 
（

合
格

レ
ベ

ル
を

3
と

し
た

時
、

自
分

の
レ

ベ
ル

が
ど

れ
く

ら
い

か
）

 

 【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
鋼

構
造

】
 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

 

・
説

明
も

分
か

り
や

す
く

テ
キ

ス
ト

の
文

字
も

大
き

か
っ

た
の

で
分

か
り

や
す

い
授

業
で

し
た

。
 

・
専

門
性

の
高

い
と

こ
ろ

は
理

解
す

る
ま

で
時

間
が

か
か

る
。

 

・
対

策
工

法
の

専
門

的
な

内
容

を
詳

し
く

説
明

し
て

ほ
し

い
。

 

 

0

343

1

4

4

1

0
5

10

簡
単

す
ぎ

た
１２３４

難
し
か

っ
た

５

前
期

後
期

01222 1

44

0
2

4
6

8

簡
単

す
ぎ

た
１２３４

難
し

か
っ

た
５

前
期

後
期

0
334

0

1
63

0
5

10

理
解

で
き

な
か

っ
た

１２３４

理
解

で
き

た
５

前
期

後
期

0
34

0

2
5

2

0
5

10

理
解

で
き

な
か
っ
た

１２３４

理
解

で
き
た

５

前
期

後
期

【
鋼

】
 

・
鋼

に
お

い
て

は
、

上
記

3
-
1
と

同
様

、
時

間
を

要
し

た
。

 

・
難

し
か

っ
た

。
 

 4
-
1
．

新
設

し
た

「
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
概

論
」
「

橋
梁

下
部

工
の

施
工

」
「

橋
梁

付
属

施
設

の
施

工
」

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

・
鋼

橋
の

架
設

・
施

工
（

1
）
（

2
）
」

は
い

か
が

で
し

た
か

。
 

 【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

 

・
大

型
構

造
物

の
施

工
に

携
わ

る
機

会
は

多
く

な
い

の
で

大
変

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
補

修
を

行
う

に
は

構
造

も
知

っ
て

お
か

な
け

れ
ば

い
け

な
い

の
で

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
補

修
を

少

な
く

す
る

た
め

、
初

期
構

造
物

施
工

の
注

意
が

欲
し

い
。

 

・
全

体
的

に
み

る
と

下
部

工
他

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。
 

【
鋼

】
 

・
も

っ
と

勉
強

し
た

い
で

す
。

 

【
2
分

野
】

 

・
実

施
工

の
状

況
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
が

出
来

た
こ

と
は

大
変

良
か

っ
た

。
概

論
は

イ
ン

フ
ラ

長
寿

命

化
を

語
る

上
で

は
、

知
る

べ
き

前
提

と
し

て
学

ぶ
こ

と
が

出
来

た
。

 

・
現

場
の

話
等

が
聞

け
て

良
か

っ
た

。
 

 4
-
2
．「

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

概
論

」「
橋

梁
下

部
工

の
施

工
」「

橋
梁

付
属

施
設

の
施

工
」「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
・

鋼
橋

の
架

設
・

施
工

（
1
）
（

2
）
」

の
内

容
は

理
解

で
き

ま
し

た
か

？
 

 
 

（
合

格
レ

ベ
ル

を
３

と
し

た
時

、
自

分
の

理
解

度
が

ど
れ

く
ら

い
か

）
 

 

0

4
7

1 1
93

0
2

4
6

8
10

12
14

簡
単
す
ぎ
た

１２３４

難
し
か
っ
た

５

前
期

後
期

0
3

6
3

0

1
8

4

0
2

4
6

8
10

12
14
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理
解
で
き
な
か
っ
た

１２３４

理
解
で
き
た

５

前
期

後
期
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【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

 

・
再

度
確

認
で

き
て

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
下

部
工

に
つ

い
て

は
仕

事
で

行
っ

て
お

り
、

理
解

で
き

ま
し

た
。

そ
の

他
は

ま
あ

ま
あ

理
解

で
き

た

と
思

い
ま

す
。

 

【
鋼

】
 

・
も

っ
と

勉
強

し
て

理
解

度
を

深
め

た
い

。
 

・
施

工
関

係
の

分
野

は
通

常
業

務
の

参
考

と
な

る
の

で
も

う
少

し
時

間
を

増
や

し
て

い
た

だ
く

と
有

り

難
い

。
 

【
2
分

野
】

 

・
写

真
を

用
い

て
、

講
義

で
学

ん
だ

内
容

を
理

解
す

る
の

に
時

間
が

か
か

っ
た

。
 

 5
．

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

を
受

講
に

あ
た

っ
て

不
都

合
な

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

か
？

 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

 

・
補

修
前

と
補

修
後

の
橋

梁
を

比
較

で
き

れ
ば

良
い

研
修

が
で

き
る

と
思

う
。

 

・
時

間
が

足
り

ず
、

な
か

な
か

意
見

が
ま

と
ま

ら
な

い
も

の
が

あ
り

ま
し

た
。

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
は
と
て
も
た
め
に
な
る
た
め
、
も
う
少
し
時
間
を
と
っ
て
い
た
だ
い
て
も
い
い
と

感
じ

ま
し

た
。
 

【
鋼

】
 

・
問

題
は

な
い

と
思

い
ま

す
。
（

3
件

）
 

【
2
分

野
】

 

・
半

日
も

1
日

も
業

務
上

に
は

そ
れ

ほ
ど

変
わ

ら
な

い
の

で
不

都
合

は
生

じ
ま

せ
ん

で
し

た
。

 

・
別

々
の

日
で

日
々

整
理

し
て

勉
強

で
き

ま
し

た
。

 

・
今

回
は

特
に

な
か

っ
た

が
、

時
期

的
に

厳
し

い
時

も
あ

る
と

思
う

。
 

・
各

々
の

演
習

時
間

が
少

な
い

。
経

験
を

積
ま

な
い

と
、

と
は

思
い

ま
す

が
。

 

・
1
日

ず
つ

で
ち

ょ
う

ど
い

い
で

す
。

 

 6
．
本

講
座
（

座
学

・
実

験
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

）
を

受
講

し
て

、
今

後
の

業
務

に
活

用
で

き
る

自
信

が

つ
き

ま
し

た
か

？
 

 
 

 
 

 
 

         
 

11
4

5
1

1
7

3
2

0
2

4
6

8
10

12

自
信

は
つ

い
て

い
な

い
１２３４

自
信

は
つ

い
た

５

前
期

後
期

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
は

講
座

の
始

め
と

終
わ

り
の

2
回

や
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
し

た
。

(
今

回
の

講

座
で

1
番

良
か

っ
た

で
す

)
 

・
実

際
の

業
務

に
生

か
し

ま
す

。
 

・
今

後
の

活
動

に
役

立
つ

と
思

わ
れ

る
。

 

・
講

義
は

も
と

よ
り

テ
キ

ス
ト

を
よ

く
理

解
し

な
い

と
活

用
に

は
至

ら
な

い
と

思
い

ま
す

。
 

【
鋼

】
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
は

大
変

参
考

に
な

る
。

 

・
自

信
は

な
い

で
す

。
 

【
2
分

野
】

 

・
活

用
で

き
る

内
容

が
あ

り
、

業
務

に
役

立
つ

こ
と

が
あ

っ
た

。
 

・
県

の
点

検
(
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

に
声

を
か

け
て

頂
い

て
い

る
の

で
大

変
心

強
い

思
い

で
し

た
。

 

・
ま

だ
実

務
レ

ベ
ル

に
到

達
し

た
と

い
う

感
触

は
な

い
の

で
、

も
う

一
度

く
ら

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習

を
し

た
い

。
 

・
非

常
に

勉
強

に
な

っ
た

。
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
し

て
割

合
を

増
や

し
て

も
よ

い
と

思
う

。
 

・
専

門
家

の
意

見
が

聞
け

て
と

て
も

勉
強

に
な

っ
た

。
 

 7
．

今
後

、
上

ク
ラ

ス
の

『
道

守
コ

ー
ス

』
を

受
講

し
た

い
と

思
い

ま
す

か
。

 

  

8
．

全
体

的
な

感
想

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

 

・
講

座
の

科
目

数
が

多
い

の
で

、
テ

ス
ト

勉
強

に
苦

労
し

ま
し

た
。

引
き

続
き

実
務

も
通

じ
な

が
ら

質

の
高

い
イ

ン
フ

ラ
の

維
持

管
理

に
努

力
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

・
大

変
お

世
話

に
な

り
ま

し
た

。
今

後
の

橋
梁

点
検

業
務

に
生

か
し

ま
す

。
溶

接
不

良
の

所
の

補
修

実

験
を

し
て

い
ま

す
の

で
ご

教
授

を
受

け
る

と
思

い
ま

す
の

で
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

・
道

守
補

と
比

較
し

て
、
特

定
道

守
は

専
門

分
野

が
か

な
り

あ
り

、
理

解
は

で
き

て
も

記
憶

に
残

ら
ず

、

ち
ょ

っ
と

力
不

足
で

し
た

。
 

・
ま

だ
ま

だ
勉

強
す

る
こ

と
が

多
く

な
か

な
か

頭
に

入
ら

な
い

状
態

で
受

講
し

て
い

る
た

め
、

す
ご

く

難
し

い
と

感
じ

ま
し

た
。

も
っ

と
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
し

な
い

と
い

け
な

い
と

つ
く

づ
く

感
じ

ま
し

た
。
 

・
ま

だ
ま

だ
理

解
で

き
て

い
な

い
の

で
、

よ
く

復
習

し
ま

す
。
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【
鋼

】
 

・
全

般
的

に
も

っ
と

多
く

講
義

を
受

け
た

い
で

す
。

 

・
大

学
の

先
生

方
が

教
壇

に
立

ち
、

生
の

声
を

聞
け

る
点

で
有

意
義

な
時

間
で

し
た

。
あ

り
が

と
う

ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

【
2
分

野
】

 

・
試

験
を

受
け

る
ま

で
不

安
ば

か
り

あ
り

ま
し

た
。

知
っ

て
い

る
こ

と
を

テ
ス

ト
へ

生
か

す
事

が
十

分

に
出

来
た

か
は

、
論

文
も

含
め

精
一

杯
書

き
ま

し
た

。
講

義
と

も
に

実
験

、
実

習
は

と
て

も
有

意
義

な
時

間
で

し
た

。
 

・
講

義
資

料
を

C
D
(
p
d
f
)
で

い
た

だ
け

れ
ば

。
字

が
小

さ
く

て
勉

強
す

る
際

読
め

ま
せ

ん
。

 

・
復

習
を

す
べ

き
だ

っ
た

と
思

う
。

知
識

の
研

鑽
に

は
本

当
に

な
り

ま
し

た
。

 

・
と

て
も

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
損

傷
の

原
因

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

や
診

断
、

調
査

、
補

修
方

法
の

検
討

な
ど

普
段

あ
ま

り
考

え
て

い
な

い

こ
と

を
知

れ
て

参
考

に
な

っ
た

。
 

・
講

義
が

一
貫

し
て

い
な

い
。

→
各

講
義

で
内

容
の

重
複

が
あ

る
。

外
部

講
師

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で

難
し

い
と

は
思

い
ま

す
が

…
。

 

 【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

特
定

道
守

）
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

】
 

 1
．

本
日

行
っ

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

の
講

義
に

関
し

て
の

感
想

 

 
①

講
義

の
進

行
速

度
 

①
 
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
時

間
配

分
 

810

0

4

13

0
5
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25

速
か

っ
た

ち
ょ

う
ど
良

か
っ
た

遅
か

っ
た

前
期

後
期

0

5

13

12

5

0
5

10
15

20

長
か

っ
た

ち
ょ

う
ど
良

か
っ
た

短
か

っ
た

前
期

後
期

③
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

講
義

を
受

け
て

み
て

の
感

想
 

 
【

コ
ン

ク
リ

ー
ト

：
前

期
】

 

 
・

社
内

で
も

別
業

務
で

実
施

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
が

大
変

有
意

義
な

方
法

で
あ

る
と

思
い

ま
す

。
 

・
実

務
で

の
考

え
方

の
整

理
の

方
法

と
そ

の
経

緯
を

短
時

間
で

習
得

で
き

た
こ

と
は

大
変

良
か

っ
た

と

思
い

ま
す

。
理

解
す

る
に

あ
た

り
、

座
学

で
の

習
得

す
べ

き
事

項
（

キ
ー

ワ
ー

ド
）

を
う

ま
く

活
用

す
る

ま
で

に
、

個
人

的
に

は
至

っ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

短
時

間
で

は
理

解
に

苦
慮

し
ま

し
た

。
そ

の
後

復
習

を
行

い
、

時
間

を
か

け
て

一
つ

ず
つ

解
決

し
、

理
解

す
る

こ
と

が
出

来
ま

し
た

。
 

・
様

々
な

意
見

が
出

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

と
橋

梁
点

検
の

判
定

議
論

は
と

て
も

合
っ

て
い

た
と

思
い

ま

す
。

 

・
む

ず
か

し
い

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

に
な

れ
て

い
な

い
為

、
ど

う
し

て
も

場
数

が
足

り
な

い
と

感

じ
た

。
 

・
班

員
そ

れ
ぞ

れ
の

意
見

が
出

て
、

そ
れ

に
つ

ら
れ

て
私

自
身

も
積

極
的

に
討

議
に

参
加

で
き

た
こ

と

が
良

か
っ

た
。

 

・
非

常
に

難
し

か
っ

た
。

原
因

と
診

断
に

つ
い

て
実

績
を

積
む

こ
と

が
必

要
と

考
感

じ
た

。
 

・
様

々
な

考
え

、
意

見
を

聞
く

こ
と

が
出

来
、

自
分

の
理

解
を

深
め

る
の

に
有

効
で

あ
っ

た
。

 

・
実

践
的

な
内

容
で

、
は

じ
め

と
ま

ど
っ

た
け

ど
終

わ
っ

て
み

る
と

も
の

す
ご

く
充

実
し

て
い

て
良

か

っ
た

。
 

・
い

ろ
い

ろ
な

意
見

を
聞

か
れ

て
、

大
変

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
初

め
て

行
う

講
義

の
形

式
だ

っ
た

の
で

、
戸

惑
う

部
分

も
あ

り
最

終
的

に
１

つ
の

答
え

を
導

き
出

す

難
し

さ
を

感
じ

た
。

 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
：

後
期

】
 

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

は
な

か
な

か
難

し
い

(
苦

手
)
。

 

・
官

・
民

(
設

計
・

施
工

)
の

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

意
見

交
換

議
論

出
来

て
非

常
に

面
白

か
っ

た
。

 

・
他

の
意

見
、

考
え

方
、

着
目

的
、

視
点

等
の

相
違

よ
り

、
自

分
の

考
え

方
と

比
較

で
き

、
反

省
す

る

箇
所

が
見

つ
か

り
参

考
に

な
っ

た
。

 

・
他

の
人

の
意

見
を

聞
く

こ
と

で
、

自
分

の
知

識
が

広
が

っ
た

。
テ

キ
ス

ト
の

み
の

知
識

で
は

、
思

い

込
み

を
し

て
間

違
っ

た
判

断
を

し
て

い
る

。
色

々
な

人
と

討
議

し
、

色
々

な
考

え
を

知
る

こ
と

が
出

来
た

。
 

・
講

師
の

方
を

は
じ

め
、

健
全

度
評

価
は

人
そ

れ
ぞ

れ
の

視
点

で
、

補
修

・
補

強
対

策
も

違
う

ん
だ

な

と
改

め
て

考
え

さ
せ

ら
れ

た
。

 

・
色

々
な

人
の

考
え

が
あ

る
の

だ
と

思
い

ま
し

た
。

一
つ

の
部

材
の

劣
化

に
対

し
て

も
人

の
主

観
が

こ

う
も

違
う

の
か

と
驚

き
ま

し
た

。
自

分
の

意
見

を
押

し
付

け
る

の
で

は
な

く
相

手
の

意
見

を
し

っ
か

り
聞

い
て

総
合

的
に

判
断

し
て

い
く

。
お

互
い

に
納

得
し

て
答

え
を

出
し

て
い

く
。

時
間

が
短

か
っ

た
こ

と
は

残
念

で
し

た
。

 

・
点

検
、
診

断
、
評

価
等

の
一

連
の

作
業

を
行

っ
た

こ
と

が
な

か
っ

た
た

め
、
非

常
に

良
か

っ
た

で
す

。

た
だ

し
、

時
間

が
短

く
、

検
討

事
項

や
詳

細
に

つ
い

て
の

協
議

が
中

途
半

端
と

な
っ

て
し

ま
っ

た
の

が
残

念
で

し
た

。
 

・
い

ろ
ん

な
意

見
、

見
解

を
い

っ
て

ま
と

め
上

げ
て

い
く

過
程

が
良

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。
 

・
自

分
以

外
の

人
の

意
見

が
聞

け
て

参
考

に
な

っ
た

。
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【
鋼

：
前

期
】

 

 
・

こ
の

講
義

中
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

活
用

し
て

い
る

方
が

お
ら

れ
ま

し
た

。
素

早
く

専
門

用
語

や
そ

れ
な

り
の

解
答

を
得

た
上

で
主

張
さ

れ
る

と
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
前

に
「

あ
あ

、
な

る
程

」
と

な
っ

て
、

何
か

講
義

の
趣

旨
が

違
う

ん
じ

ゃ
な

い
か

と
思

い
ま

し
た

。
 

・
社

内
で

も
以

前
別

業
務

の
中

で
実

施
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

が
、

大
変

有
意

義
な

手
法

で
あ

る
と

思

い
ま

す
。

 

・
実

務
で

の
考

え
方

の
整

理
の

方
法

と
そ

の
経

緯
を

短
時

間
で

習
得

で
き

た
こ

と
は

、
大

変
良

か
っ

た

と
思

い
ま

す
。

前
日

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

で
行

っ
た

後
で

あ
っ

た
た

め
、

要
領

を
得

て
短

時
間

で
、

各
問

題
点

を
確

認
し

、
解

決
で

き
ま

し
た

。
 

・
非

常
に

難
し

か
っ

た
。

原
因

と
診

断
に

つ
い

て
実

績
を

積
む

こ
と

が
必

要
と

感
じ

た
。

 

・
様

々
な

考
え

、
意

見
を

聞
く

こ
と

が
出

来
、

自
分

の
理

解
が

深
ま

っ
た

。
 

・
な

や
ん

で
ば

か
り

で
時

間
が

た
つ

の
が

早
か

っ
た

。
一

日
目

同
様

と
て

も
疲

れ
た

。
 

・
1

日
で

現
場

へ
の

調
査

か
ら

対
処

法
ま

で
考

え
る

と
い

う
事

で
非

常
に

密
度

が
濃

く
感

じ
た

。
短

い

時
間

の
中

で
最

良
の

補
修

方
法

を
選

ぶ
難

し
さ

や
そ

の
た

め
の

私
自

身
の

知
識

の
少

な
さ

に
改

め

て
気

付
い

た
。

 

【
鋼

：
後

期
】

 

 
・

点
検

者
に

よ
っ

て
損

傷
評

価
に

関
す

る
意

見
が

異
な

っ
て

い
る

所
が

お
も

し
ろ

か
っ

た
。

 

・
他

の
受

講
生

の
方

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

れ
た

こ
と

が
良

か
っ

た
。

 

・
補

修
・

補
強

計
画

を
行

う
に

あ
た

り
、

一
連

の
流

れ
や

対
策

の
進

め
方

の
勉

強
に

な
っ

た
。

 

・
他

の
人

の
意

見
を

聞
く

こ
と

の
重

要
性

が
わ

か
り

、
知

識
も

広
が

っ
た

。
雨

の
影

響
で

桁
回

り
を

見

ら
れ

な
か

っ
た

の
は

残
念

で
し

た
。

 

・
各

グ
ル

ー
プ

へ
の

質
問

(
特

に
講

師
)
に

つ
い

て
は

、
最

後
に

し
た

方
が

い
い

と
思

い
ま

す
。

説
明

形

式
に

つ
い

て
は

、
説

明
能

力
・

対
応

能
力

等
の

向
上

に
つ

な
が

る
と

思
い

ま
す

の
で

と
て

も
有

効
だ

と
思

い
ま

す
。

 

・
維

持
管

理
に

関
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

は
初

め
て

だ
っ

た
が

、
実

務
に

お
い

て
も

社
内

意
見

の
統

一

を
目

的
に

活
用

で
き

る
と

思
っ

た
。

 

・
今

回
の

よ
う

な
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

の
講

義
が

あ
れ

ば
何

回
で

も
受

け
た

い
と

思
い

ま
し

た
。

 

・
専

門
の

意
見

が
聞

け
て

と
て

も
良

か
っ

た
で

す
。

 

 ④
今

後
、

こ
の

よ
う

な
講

義
に

ま
た

参
加

し
た

い
か

。
 

01

17

1

16

0
10

20
30

40

参
加

し
た

く
な
い

ど
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2
．

本
日

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
の

感
想

 

 
①

本
日

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
を

通
し

て
、

新
た

に
身

に
付

い
た

こ
と

 

 
【

コ
ン

ク
リ

ー
ト

：
前

期
】

 

・
現

地
点

検
→

損
傷

原
因

の
推

定
→

原
因

特
定

の
為

の
各

種
試

験
→

対
策

(
補

修
)
の

要
否

判
定

→
補

修
工

法
の

流
れ

を
体

験
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
事

 

・
損

傷
調

査
の

整
理

の
方

法
、

補
修

方
法

の
整

理
の

方
法

 

・
自

分
の

班
の

発
表

内
容

を
指

摘
し

て
も

ら
う

。
非

常
に

貴
重

な
経

験
で

し
た

。
(
も

う
少

し
知

識
を

深
め

、
も

う
一

度
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
を

受
け

た
い

で
す

。
)
 

・
ふ

せ
ん

の
有

効
利

用
。

他
人

の
意

見
を

参
考

に
し

な
い

で
、

自
分

の
意

見
を

発
表

す
る

こ
と

。
も

っ
と

勉
強

し
て

な
に

げ
な

い
意

見
も

言
え

る
よ

う
に

な
り

た
い

。
 

・
ふ

せ
ん

紙
に

、
一

つ
の

事
柄

に
つ

い
て

考
え

方
を

記
入

す
る

こ
と

が
新

鮮
に

思
わ

れ
た

。
 

・
ひ

び
割

れ
の

原
因

を
考

え
る

様
に

な
っ

た
、

診
断

・
対

策
が

具
体

的
に

分
か

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 

・
点

検
す

る
ポ

イ
ン

ト
が

お
お

よ
そ

把
握

で
き

た
と

思
い

ま
す

。
 

・
講

義
で

学
ん

だ
こ

と
を

現
場

で
実

際
に

点
検

・
診

断
し

た
こ

と
で

活
用

で
き

た
。

 

・
原

因
を

推
測

す
る

こ
と

で
補

修
方

法
等

の
プ

レ
ゼ

ン
能

力
を

必
要

と
感

じ
た

。
 

・
知

識
が

少
な

い
と

意
見

を
い

う
こ

と
も

お
っ

く
う

に
な

る
の

で
知

識
を

つ
け

よ
う

と
改

め
て

思
っ

た
。

 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
：

後
期

】
 

・
実

際
に

点
検

し
て

、
調

査
内

容
か

ら
補

修
・

補
強

工
事

ま
で

計
画

す
る

と
い

う
流

れ
は

分
か

り
ま

し
た

。
そ

の
中

で
色

々
な

意
見

を
集

約
し

て
、
判

断
し

て
い

く
こ

と
の

難
し

さ
も

分
か

り
ま

し
た

。
 

・
補

修
を

行
う

に
当

た
り

、
着

目
点

や
ど

う
い

っ
た

原
因

で
劣

化
や

腐
食

が
起

こ
る

の
か

勉
強

で
き

た
。

 

・
現

場
演

習
で

見
て

、
判

断
す

る
際

は
そ

の
状

況
を

広
く

見
て

、
地

形
、

気
象

、
道

路
状

況
、

住
宅

の
開

発
等

を
考

慮
し

て
判

断
す

る
こ

と
を

考
え

さ
せ

ら
れ

た
。

 

・
現

地
踏

査
に

お
け

る
着

目
的

の
考

え
方

が
参

考
に

な
っ

た
。

 

・
損

傷
評

価
・

判
定

に
必

要
な

考
え

方
。

 

・
診

断
お

よ
び

評
価

の
仕

方
。

 

・
今

回
一

つ
の

議
題

に
対

し
て

、
様

々
な

考
え

方
が

あ
り

、
目

の
前

の
現

象
の

み
の

考
え

か
ら

、
深

く
考

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
気

を
付

け
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
試

験
方

法
や

補
修

方
法

の
検

討
 

【
鋼

：
前

期
】

 

・
「

劣
化

損
傷

の
調

査
法

は
？

」
と

問
わ

れ
、

机
上

の
テ

ス
ト

の
よ

う
な

答
え

を
し

た
時

に
、
「

費
用

対
効

果
」
や
「

試
験

を
す

る
ま

で
も

な
く

、
管

理
者

へ
の

問
い

合
わ

せ
で

済
む

じ
ゃ

な
い

で
す

か
」

と
の

講
師

の
指

摘
が

と
て

も
心

に
残

り
ま

し
た

。
 

・
現

地
点

検
→

損
傷

原
因

の
推

定
→

原
因

特
定

の
為

の
各

種
試

験
→

対
策

(
補

修
)
の

要
否

判
定

→
補

修
工

法
の

流
れ

を
体

験
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
事

 

・
損

傷
調

査
の

整
理

の
方

法
、

補
修

方
法

の
整

理
の

方
法

 

・
ひ

び
割

れ
の

原
因

を
考

え
る

様
に

な
っ

た
、

診
断

・
対

策
が

具
体

的
に

分
か

る
よ

う
に

な
っ

た
。
 

・
点

検
す

る
ポ

イ
ン

ト
が

お
お

よ
そ

把
握

で
き

た
と

思
い

ま
す

。
 

・
鋼

橋
の

知
識

は
自

信
あ

っ
た

が
、

点
検

診
断

の
知

識
は

ま
だ

ま
だ

で
し

た
。

 

－35－



・
私

の
現

在
の

仕
事

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
と

違
い

私
自

身
で

方
針

を
考

え
た

り
す

る
こ

と
が

ほ
と

ん
ど

な
の

で
、
今

回
の

よ
う

に
多

く
の

人
の

意
見

を
聞

い
た

り
多

く
の

選
択

肢
が

あ
る

と
い

う
事

を
他

の
人

の
意

見
を

聞
き

気
付

い
た

。
 

・
橋

梁
点

検
業

務
に

お
け

る
着

目
点

等
 

【
鋼

：
後

期
】

 

・
損

傷
評

価
・

判
定

に
必

要
な

考
え

方
。

 

・
点

検
・

診
断

を
複

数
人

(
チ

ー
ム

)
で

行
う

重
要

性
を

再
度

認
識

し
ま

し
た

。
 

・
鋼

材
に

つ
い

て
は

無
知

で
あ

っ
た

の
で

、
写

真
で

は
あ

っ
た

が
腐

食
劣

化
等

の
状

況
か

ら
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
と

違
い

鋼
材

の
安

全
率

か
ら

も
見

た
目

の
判

断
の

難
し

さ
が

よ
く

判
っ

た
。

 

・
劣

化
や

腐
食

の
原

因
追

及
す

る
に

当
た

り
、

試
験

方
法

や
対

策
等

勉
強

に
な

っ
た

。
 

・
性

能
評

価
の

観
点

か
ら

点
検

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
学

ぶ
こ

と
が

出
来

た
。

 

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

の
講

義
は

初
め

て
で

し
た

の
で

劣
化

現
象

の
タ

イ
プ

を
変

え
て

講
義

を
受

け
た

い
。

部
下

に
も

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
の

講
義

を
受

け
さ

せ
た

い
。

 

・
試

験
方

法
や

補
修

方
法

の
検

討
 

・
専

門
家

が
目

視
す

る
ポ

イ
ン

ト
が

身
に

付
き

ま
し

た
。

 

②
本

日
の

講
義

で
、

今
後

、
実

務
に

役
立

つ
と

感
じ

た
こ

と
 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
：

前
期

】
 

・
今

後
、

実
際

に
体

験
す

る
と

き
に

は
今

回
の

事
を

踏
ま

え
て

場
数

を
こ

な
し

て
い

く
中

で
疑

問
も

生
じ

て
来

る
で

し
ょ

う
が

、
技

術
の

向
上

を
め

ざ
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

・
上

記
①

に
伴

う
、

補
修

計
画

か
ら

補
修

実
施

で
の

考
え

方
の

整
理

に
よ

り
、

官
公

庁
(
発

注
者

)
へ

の
説

明
プ

ロ
セ

ス
。

 

・
点

検
業

務
に

お
い

て
、
劣

化
原

因
の

議
論

に
役

立
て

た
い

。
(“

経
年

劣
化

”
の

一
言

で
済

ま
さ

な

い
よ

う
に

し
た

い
。

)
 

・
他

人
の

意
見

を
取

り
入

れ
る

こ
と

。
 

・
今

後
の

道
守

活
動

に
方

針
が

見
え

た
こ

と
が

大
変

良
か

っ
た

。
 

・
現

在
は

実
務

と
そ

こ
ま

で
関

係
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
今

後
役

に
立

つ
シ

ー
ン

が
あ

る
か

も
し

れ
な

い
。

 

・
実

際
に

点
検

作
業

を
多

く
経

験
す

る
こ

と
が

大
事

だ
と

思
っ

た
。

 

・
損

傷
の

原
因

お
よ

び
補

修
方

法
に

つ
い

て
多

数
の

方
面

か
ら

の
意

見
が

聞
か

れ
て

よ
か

っ
た

。
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
は

実
務

で
か

な
り

の
頻

度
で

使
用

す
る

た
め

、
補

修
に

限
ら

ず
今

回
の

講
義

で
身

に
つ

け
た

知
識

を
活

か
せ

る
と

思
う

。
 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
：

後
期

】
 

・
損

傷
状

態
か

ら
、

原
因

・
健

全
度

の
判

定
を

行
い

。
計

画
・

立
案

→
対

策
の

判
定

を
行

い
、

→
補

修
・

補
強

の
選

定
に

よ
る

一
連

の
作

業
に

対
し

て
、

関
連

性
を

明
確

に
し

、
ス

ト
ー

リ
ー

を
持

っ

て
作

業
を

行
う

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
感

じ
た

。
 

・
実

務
経

験
を

積
ま

な
い

と
役

立
た

な
い

の
で

、
経

験
を

積
み

役
立

て
た

い
。

 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

状
況

に
対

し
て

、
補

修
対

策
が

勉
強

で
き

た
。

 

・
人

を
納

得
さ

せ
る

に
は

、
自

分
が

そ
れ

だ
け

の
知

識
を

持
っ

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

を
痛

感
し

ま
し

た
。

も
っ

と
場

数
を

踏
ん

で
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
し

て
、

も
っ

と
勉

強
し

て

い
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

自
分

は
施

工
が

専
門

で
す

が
、

同
じ

こ
と

が
言

え
る

の
で

は
な

い

か
と

思
い

ま
す

。
 

・
実

際
に

補
修

方
法

等
を

検
討

す
る

と
き

、
自

分
自

身
の

思
い

込
み

で
進

め
な

い
で

、
様

々
な

見
方

考
え

方
を

検
討

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
考

え
を

今
後

に
役

立
て

て
い

き
た

い
と

感
じ

ま
し

た
。

 

・
橋

梁
の

診
断

、
試

験
や

補
修

工
法

の
検

討
。

 

・
評

価
ま

で
は

な
か

な
か

業
務

上
な

い
の

が
現

状
で

は
あ

り
ま

す
が

、
診

断
は

一
部

行
っ

て
い

る
た

め
、

そ
の

作
業

に
従

事
し

た
時

に
役

立
つ

と
思

い
ま

す
。

 

【
鋼

：
前

期
】

 

・
昨

年
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
で

参
加

し
た

際
は

や
み

く
も

に
答

え
を

探
し

て
い

た
よ

う
に

思
い

ま
す

。

今
回

は
対

象
と

な
る

橋
に

到
着

す
る

ま
で

に
付

近
の

構
造

物
を

観
察

し
た

り
、
最

初
に

橋
の

完
成

年
度

を
確

認
し

よ
う

と
し

た
こ

と
、
こ

こ
に

自
身

の
成

長
と

い
う

か
今

後
に

役
立

つ
こ

と
だ

と
実

感
し

ま
し

た
。

 

・
今

回
実

務
を

数
多

く
実

施
す

る
こ

と
が

一
番

と
感

じ
ま

し
た

。
過

去
の

事
例

等
を

参
考

に
し

な
が

ら
皆

様
に

相
談

し
な

が
ら

技
術

の
向

上
に

努
め

な
け

れ
ば

と
感

じ
ま

し
た

。
 

・
上

記
①

に
伴

う
、

補
修

計
画

か
ら

補
修

実
施

で
の

考
え

方
の

整
理

に
よ

り
、

官
公

庁
(
発

注
者

)
に

お
い

て
、
環

境
対

策
と

し
て

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

等
の

調
査

(
非

破
壊

試
験

等
)
も

必
要

に
な

っ
て

き
て

い
る

と
い

う
こ

と
。

前
日

の
地

震
に

伴
う

、
講

師
か

ら
の

地
震

に
伴

う
各

注
意

事
項

を
、

参
考

文

献
を

も
と

に
、

教
え

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

で
実

作
業

が
出

来
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
(
忙

し
い

、
経

験
者

が
少

な
い

)
 

・
現

在
は

実
務

と
そ

こ
ま

で
関

係
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
構

造
の

デ
ィ

テ
ィ

ー
ル

等
を

決
め

る
と

き
に

役
立

つ
か

と
思

い
ま

す
。

 

・
今

後
、

私
自

身
維

持
補

修
の

工
事

に
携

わ
る

こ
と

が
あ

る
と

思
う

の
で

今
回

の
講

義
の

知
識

は
役

に
立

つ
と

思
う

。
ま

た
、

新
設

の
構

造
物

を
作

る
際

に
も

構
造

物
の

劣
化

に
関

し
て

の
知

識
が

あ

る
こ

と
は

強
み

に
な

る
と

思
う

。
 

・
鋼

桁
端

部
な

ど
水

の
影

響
を

受
け

や
す

い
と

こ
ろ

の
新

設
工

事
時

に
お

け
る

注
意

点
、

留
意

点
な

ど
。

 

【
鋼

：
後

期
】

 

・
該

当
す

る
橋

の
み

で
は

な
く

、
隣

接
(
近

接
)
す

る
橋

か
ら

も
影

響
す

る
(
凍

結
防

止
剤

等
)
こ

と
も

あ
る

の
だ

な
と

思
っ

て
、

幅
広

い
視

点
で

維
持

・
補

修
し

て
い

か
な

け
れ

ば
い

け
な

い
の

だ
な

と

思
い

ま
し

た
。

 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

と
鋼

材
で

の
見

る
判

断
が

よ
く

わ
か

り
実

務
に

役
立

て
た

い
。

 

・
点

検
時

の
ポ

イ
ン

ト
の

整
理

が
重

要
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

 

・
工

事
の

失
敗

例
も

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
で

取
り

組
み

た
い

と
思

い
ま

し
た

。
 

・
橋

梁
の

診
断

、
試

験
や

補
修

工
法

の
検

討
。

 

・
対

象
物

件
だ

け
で

は
な

く
、

周
囲

の
環

境
も

注
意

深
く

目
視

す
る

こ
と

を
今

後
の

実
務

に
役

立
て

た
い

で
す

。
 

③
そ

の
他

、
講

義
内

容
に

関
し

て
の

感
想

等
 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
：

前
期

】
 

・
長

い
期

間
の

座
学

(
講

義
)
の

総
集

編
と

し
て

具
体

的
な

演
習

は
非

常
に

有
意

義
で

あ
り

ま
し

た
。
 

・
講

師
の

方
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

、
自

分
の

意
見

を
発

言
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
発

言
が

正
し

い
ま

た
は

そ
う

で
な

い
こ

と
を

、
習

得
で

き
ま

し
た

。
さ

ら
に

、
講

師
の

方
が

発
注

者
と

扮
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し
て

や
り

と
り

を
行

っ
た

こ
と

で
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
出

来
ま

し
た

。
個

人
的

に
は

経
験

の

数
が

不
足

し
て

い
る

た
め

、
計

画
と

対
策

を
判

断
す

る
す

べ
が

経
験

の
数

と
な

る
か

と
思

い
ま

し

た
。

 

・
今

回
の

特
定

道
守

コ
ー

ス
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
中

で
一

番
良

か
っ

た
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
締

め
く

く
り

だ
け

で
は

な
く

、
最

初
に

も
導

入
し

、
２

度
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

を
通

し
て

自
分

の
変

化

を
感

じ
る

の
も

よ
い

の
で

は
な

か
と

思
い

ま
し

た
。

 

・
意

見
の

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
を

す
る

時
間

と
し

て
は

と
て

も
短

く
も

う
少

し
長

い
時

間
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

す
る

機
会

が
あ

れ
ば

い
い

か
と

思
う

。
 

・
全

体
的

に
講

義
時

間
が

短
く

て
、

考
え

が
ま

と
ま

ら
な

か
っ

た
こ

と
が

残
念

で
あ

っ
た

。
 

・
時

間
が

非
常

に
短

い
と

感
じ

た
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
変

え
ら

れ
る

な
ら

、
途

中
段

階
と

最
終

段
階

で
２

回
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
を

し
た

か
っ

た
。

 

・
長

崎
の

道
路

や
、

施
設

の
長

寿
命

化
に

対
す

る
講

義
は

大
変

勉
強

に
な

り
ま

す
。

道
守

制
度

が
末

永
く

続
く

こ
と

を
願

い
ま

す
。

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
の

時
間

が
も

う
少

し
欲

し
い

。
 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
：

後
期

】
 

・
自

分
は

ま
だ

ま
だ

劣
化

に
対

し
て

の
診

断
が

甘
い

と
思

い
ま

す
。

も
っ

と
場

数
を

踏
ん

で
専

門
の

人
た

ち
の

意
見

を
聞

け
る

場
を

提
供

し
て

も
ら

い
た

い
と

思
い

ま
す

。
そ

れ
に

対
し

て
の

授
業

料

は
当

然
払

わ
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
 

・
い

ろ
ん

な
会

社
の

方
の

意
見

交
換

が
出

来
て

有
意

義
な

演
習

で
し

た
。

 

・
今

後
も

現
場

演
習

が
非

常
に

大
事

で
あ

る
た

め
1
日

の
み

で
な

く
数

日
か

け
て

実
施

し
て

ほ
し

い
。
 

・
講

師
の

方
の

明
る

い
性

格
で

、
い

い
雰

囲
気

で
受

講
で

き
た

。
実

務
的

な
ア

ド
バ

イ
ス

が
聞

け
て

参
考

に
な

っ
た

。
 

・
実

際
に

同
じ

橋
梁

を
現

地
で

見
て

評
価

を
行

っ
て

も
各

個
人

で
意

見
に

バ
ラ

つ
き

が
あ

り
、

立
場

に
よ

っ
て

も
判

断
が

変
わ

る
こ

と
に

感
心

し
た

。
 

・
講

師
の

方
々

で
も

、
診

断
の

見
解

が
分

か
れ

る
。

金
、

時
間

、
利

便
性

等
の

フ
ァ

ク
タ

ー
が

加
わ

る
と

、
さ

ら
に

見
解

も
難

し
く

な
る

と
思

う
。

場
数

を
積

ん
で

い
く

し
か

な
い

と
感

じ
た

。
 

・
時

間
が

非
常

に
短

く
思

わ
れ

ま
し

た
。

ま
だ

、
覚

え
き

れ
て

い
な

い
点

が
あ

っ
た

の
で

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
は

あ
ま

り
意

見
を

言
え

ま
せ

ん
で

し
た

。
 

・
点

検
→

診
断

→
調

査
→

補
修

方
法

の
検

討
を

早
い

流
れ

で
確

認
で

き
た

の
で

良
か

っ
た

。
点

検
を

行
う

機
会

は
あ

る
が

、
診

断
、

試
験

、
補

修
方

法
の

検
討

は
行

わ
な

い
の

で
参

考
に

な
っ

た
。

 

・
講

師
の

方
、

段
取

り
等

を
行

っ
て

い
た

だ
い

た
長

寿
命

化
セ

ン
タ

ー
の

方
々

、
大

変
お

疲
れ

様
で

し
た

。
こ

の
よ

う
な

機
会

は
い

い
経

験
と

な
り

ま
し

た
。

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

【
鋼

：
前

期
】

 

 
・

長
い

期
間

の
座

学
(
講

義
)
の

総
集

編
と

し
て

具
体

的
な

演
習

は
非

常
に

有
意

義
で

あ
り

ま
し

た
。
 

・
講

師
の

方
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

、
自

分
の

意
見

を
発

現
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
発

言
が

正
し

い
ま

た
は

そ
う

で
な

い
こ

と
を

、
習

得
で

き
ま

し
た

。
さ

ら
に

、
講

師
の

方
が

発
注

者
と

扮

し
て

や
り

と
り

を
行

っ
た

こ
と

で
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
出

来
ま

し
た

。
経

験
の

数
を

増
や

し

た
い

と
思

い
ま

し
た

。
 

・
時

間
が

非
常

に
短

い
と

感
じ

た
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
変

え
ら

れ
る

な
ら

、
途

中
段

階
と

最
終

段
階

で
２

回
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
を

し
た

か
っ

た
。

 

・
実

際
に

点
検

を
経

験
し

て
成

長
し

た
い

と
思

っ
た

。
講

師
の

方
々

を
見

て
い

る
と

着
眼

点
が

違
っ

て
い

た
。

経
験

を
積

む
と

大
方

見
る

と
こ

ろ
が

し
ぼ

ら
れ

て
く

る
の

だ
と

思
っ

た
。

 

・
も

う
少

し
時

間
が

欲
し

い
(
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
)
 

・
D
V
D
で

は
な

く
実

施
講

義
を

し
て

ほ
し

か
っ

た
。

 

【
鋼

：
後

期
】

 

・
座

学
の

講
義

内
容

が
重

複
し

て
い

る
部

分
が

あ
る

た
め

、
そ

の
部

分
を

な
く

し
て

演
習

時
間

を
多

く
確

保
で

き
れ

ば
講

座
全

体
が

よ
り

充
実

し
た

も
の

に
な

る
と

思
う

。
 

・「
写

真
の

み
」
で

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

→
補

修
・
補

強
計

画
等

の
講

義
も

有
効

で
あ

る
と

思
い

ま
す

。
 

・
現

場
演

習
を

実
施

し
て

い
る

道
守

ユ
ニ

ッ
ト

は
、

今
後

も
続

け
て

も
ら

い
た

い
。

 

・
い

ろ
ん

な
会

社
の

方
と

交
流

が
出

来
て

有
意

義
な

演
習

で
し

た
。

 

・
講

師
の

方
々

の
評

価
が

分
か

れ
た

こ
と

か
ら

、
損

傷
評

価
の

難
し

さ
を

改
め

て
実

感
で

き
た

。
 

・
部

下
に

も
道

守
の

講
習

会
を

受
け

さ
せ

た
い

。
 

・
点

検
→

診
断

→
調

査
→

補
修

方
法

の
検

討
を

早
い

流
れ

で
確

認
で

き
た

の
で

良
か

っ
た

。
点

検
を

行
う

機
会

は
あ

る
が

、
診

断
、

試
験

、
補

修
方

法
の

検
討

は
行

わ
な

い
の

で
参

考
に

な
っ

た
。
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2.5.4 道守コース 

【概要】 

道守コースでは、点検・診断の結果の妥当性を適切に評価し総合的な判断を行うことが

でき、さらに維持管理に関するマネジメントができる人材養成を行った。 

カリキュラムは、講義・演習で構成され、アセットマネジメント、リスクマネジメント、

ライフサイクルマネジメント、インフラアセットマネジメント演習、道守総合演習などを

行った。 

 

◇対   象：地元企業職員、地元企業 OB、自治体職員、地元自治体 OB など 

◇到達レベル：技術士レベル 

◇募 集 方 法：長崎県土木部、(一社)長崎県建設業協会、(一社)長崎県測量設計コンサル

タンツ協会を通じて、各企業へ参加協力依頼、各自治体職員への参加協力

依頼、認定者へのメール送信による告知、HP・Facebook への掲載等 

◇募 集 人 員：5 名程度 

◇応 募 数：11 名 

◇受 講 者 数：11 名 

◇受講者属性：建設業関係、自治体、コンサルタント、(公財)長崎県建設技術研究ｾﾝﾀｰ 

◇実 施 場 所：長崎大学文教キャンパス 

◇実 施 時 期：12 月 6 日（水）～ 12 月 20 日（水） 

◇講 義 概 要：講義・演習（講義実施報告参考） 

◇受 講 料：無料 

◇認 定 試 験：1 月 12 日(金) レポート採点・面接 

 

【カリキュラム】 

 

 

 

 

授 業 科 目 時間数 開 催 日 時 

アセットマネジメント 4 
12 月 6 日（水） 

9:00～12:50 

リスクマネジメント 4 
12 月 6 日（水） 

14:00～17:50 

ライフサイクルマネジメント 4 
12 月 15 日（金） 

9:00～12:50 

インフラアセットマネジメント演習(1)(2) 2 
12 月 15 日（金） 

14:00～15:50 

道守総合演習 6 
12 月 20 日（水） 

10:00～16:50 

合 計 20  
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【
受

講
生

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

】
 

1
．

本
講

座
の

時
間

数
は

い
か

が
で

し
た

か
。

 

 【
時

間
数

に
対

す
る

意
見

等
】

 

 
・

理
解

す
る

に
は

少
し

時
間

が
少

な
か

っ
た

。
 

 
・

曜
日

・
時

間
帯

と
も

に
問

題
は

特
に

な
か

っ
た

が
、

レ
ポ

ー
ト

提
出

時
期

が
早

か
っ

た
（

繁
忙

期
な

の
で

）
。

 

 
・

も
う

少
し

早
い

時
期

に
お

願
い

し
た

い
。

 

 
・

年
末

の
講

義
、

年
始

の
試

験
は

厳
し

い
（

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

的
に

）
。

1
回

（
1
日

 

）
で

受
け

る
講

義
内

容
に

ボ
リ

ュ
ー

ム
が

あ
り

す
ぎ

た
。

 

 2
-
1
．
「

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

」
の

講
義

は
い

か
が

で
し

た
か

。
 

 2
-
2
．
「

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

」
の

講
義

は
理

解
で

き
ま

し
た

か
。

 

（
合

格
レ

ベ
ル

を
3
と

し
た

時
、

自
分

の
理

解
度

が
ど

れ
く

ら
い

か
。
）

 

 

0
4

7
00 0

1
2

3
4

5
6

7
8

少
な

か
っ

た
１２３４

多
か

っ
た

５

00
7

3
1

0
1

2
3

4
5

6
7

8

簡
単

す
ぎ

た
１２３４

難
し

か
っ

た
５

0
1

7
2

1

0
1

2
3

4
5

6
7

8

ま
っ

た
く

理
解

で
き

な
か

っ
た

１２３４

理
解

で
き

た
５

2
-
3
．

感
想

・
要

望
 

 
・

予
算

制
約

の
下

で
、

効
率

的
な

維
持

管
理

を
行

う
事

の
必

要
性

を
学

ん
だ

。
 

 
・

総
合

的
な

話
が

き
け

た
の

で
「

道
守

」
と

い
う

コ
ー

ス
で

見
渡

す
べ

き
視

野
が

示
さ

れ
て

意
識

が
高

ま
っ

た
よ

う
に

思
い

ま
す

。
 

 
・

大
変

興
味

深
く

、
講

義
を

受
講

す
る

こ
と

が
出

来
ま

し
た

。
特

に
、

安
全

設
計

に
対

し
、

相
手

を
説

得
で

き
る

技
術

力
を

身
に

付
け

る
必

要
が

あ
る

な
ど

は
刺

激
を

受
け

ま
し

た
。

 

 
・

休
憩

が
少

な
か

っ
た

。
内

容
に

つ
い

て
は

良
か

っ
た

。
 

 
 

3
-
1
．
「

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」

の
講

義
は

い
か

が
で

し
た

か
。

 

 3
-
2
．
「

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」

の
内

容
は

理
解

で
き

ま
し

た
か

。
 

(
合

格
レ

ベ
ル

を
3
と

し
た

時
、

自
分

の
理

解
度

が
ど

れ
く

ら
い

か
)
 

 

3
-
3
．

感
想

・
要

望
 

・
い

ろ
ん

な
立

場
の

意
見

が
き

け
て

、
と

て
も

興
味

深
か

っ
た

で
す

。
一

緒
に

学
ぶ

皆
さ

ん
の

バ
ッ

ク

ヤ
ー

ド
も

知
る

機
会

に
な

る
講

義
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
。

 

・
環

境
リ

ス
ク

、
人

的
リ

ス
ク

等
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

詳
し

く
教

え
て

ほ
し

か
っ

た
。

 

 

00
7

3
1

0
1

2
3

4
5

6
7

8

簡
単
す
ぎ
た

１２３４

難
し
か
っ
た

５

0
1

7
3

0 0
1

2
3

4
5

6
7

8

ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
か
っ
た

１２３４

理
解
で
き
た

５
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4
-
1
．
「

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」

の
講

義
は

い
か

が
で

し
た

か
。

 

 

4
-
2
．
「

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」

の
内

容
は

理
解

で
き

ま
し

た
か

。
 

(
合

格
レ

ベ
ル

を
3
と

し
た

時
、

自
分

の
理

解
度

が
ど

れ
く

ら
い

か
)
 

4
-
3
．

感
想

・
要

望
 

・
長

崎
県

の
維

持
管

理
が

き
け

て
良

か
っ

た
。

 

・
基

礎
的

な
お

さ
ら

い
と

い
う

印
象

も
あ

り
ま

す
が

、
新

た
め

て
認

識
を

深
め

る
良

い
機

会
に

な
っ

た

と
思

い
ま

す
。

後
々

、
資

料
を

見
直

し
な

が
ら

お
さ

ら
い

し
た

い
と

も
思

い
ま

す
。
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と
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解
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が
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か
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5
-
3
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感
想

・
要

望
 

・
一

緒
に

学
ぶ

方
々

と
共

に
、

課
題

に
考

え
た

り
対

策
を

考
え

た
り

す
る

チ
ー

ム
作

業
と

、
そ

の
手

順

に
つ

い
て

意
識

的
に

取
り

組
む

こ
と

で
自

分
自

身
が

今
後

、
ど

の
よ

う
に

ふ
る

ま
っ

て
い

く
の

か
、

考
え

方
を

整
理

し
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い
く

の
か

の
訓

練
に

な
っ

た
と

思
い

ま
す

。
結

論
を

ま
と

め
る

の
は

と
て

も
大

変
だ

っ
た

で
す

が
、

実
際

は
も

っ
と

大
変

な
の

だ
ろ

う
と

い
う

こ
と

も
予

測
で

き
ま

し
た

。
 

・
時

間
が

短
く

感
じ

た
。

 

・
長

寿
命

化
計

画
の

基
礎

知
識

が
理

解
で

き
た

。
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6
-
3
．

感
想

・
要

望
 

・
具

体
的

に
現

場
を

調
査

し
て

健
全

度
を

査
定

し
て

み
た

か
っ

た
。

 

・
も

う
少

し
時

間
を

と
っ

て
演

習
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

・
日

頃
、

部
分

的
に

し
か

触
れ

る
こ

と
の

な
い

県
の

橋
梁

長
寿

命
化

修
繕

計
画

に
つ

い
て

。
肝

心
要

の

内
容

を
知

り
、

シ
ス

テ
ム

で
行

わ
れ

て
い

る
算

出
等

の
手

作
業

を
体

験
す

る
こ

と
で

基
本

の
考

え
方

を
理

解
す

る
こ

と
が

今
ま

で
よ

り
も

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
と

思
い

ま
す

。
班

で
教

え
あ

う
の

が
良

か
っ

た
で

す
。

 

・
他

の
受

講
者

の
考

え
等

が
聞

け
て

良
か

っ
た

（
2
件

）
。

 

・
長

崎
県

の
方

針
、

長
寿

命
化

シ
ス

テ
ム

の
事

が
理

解
で

き
た

。
 

 7
．

全
体

的
な

感
想

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

・
今

回
の

道
守

受
講

の
結

果
を

こ
れ

か
ら

の
業

務
に

生
か

し
ま

す
。

 

・
全

体
的

に
も

う
少

し
時

間
を

か
け

て
も

い
い

と
思

う
。

 

・
今

回
の

試
験

が
（

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
）

が
年

末
、

年
始

に
ま

た
が
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て

い
た

の
で
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間
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少

し
変

え

て
い

た
だ

け
れ

ば
嬉

し
い

で
す

。
 

・
道

守
コ

ー
ス

は
ど

ん
な

内
容

を
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ぶ
の

だ
ろ

う
か

、
頑

張
れ

る
の

だ
ろ

う
か

と
、

申
し

込
ん

だ
け

ど

は
じ

め
は

不
安

で
し

た
。

受
講

し
て

か
ら

、
道

守
と

し
て

今
後

資
格

を
取

れ
た

際
に

は
ど

ん
な

姿
勢

で
日

々
、

取
り

組
ん

で
い

く
の

か
、

ど
う

い
っ

た
視

点
を

持
っ

て
い

る
べ

き
か

、
そ

う
い

う
こ

と
の

意
識

付
け

が
で

き
る

よ
う

な
内

容
で

、
気

が
引

き
締

ま
り

ま
し

た
。

 

・
年

末
・

年
度

末
で

あ
り

、
受

講
す

べ
き

か
悩

ん
だ

が
、

受
講

し
て

本
当

に
良

か
っ

た
と

思
う

。
講

義

で
得

た
知

識
や

考
え

方
を

実
務

で
実

施
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

・
特

定
道

守
と

道
守

の
違

い
が

分
か

る
よ

う
な

内
容

も
加

え
て

ほ
し

い
。

 

・
維

持
管

理
に

対
す

る
包

括
的

な
考

え
や

、
橋

梁
長

寿
命

化
修

繕
計

画
の

策
定
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礎
知

識
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理
解

す

る
こ

と
が

出
来

、
非

常
に

有
意

義
で

し
た

。
 

・
場

数
を

踏
ん

で
経

験
値

を
あ

げ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

・
長

期
間

の
講

義
、

大
変

お
疲

れ
様

で
し

た
。

業
務

等
を

行
い

な
が

ら
、

こ
の

よ
う

な
勉

強
が

で
き

る

機
会

は
な

か
な

か
難

し
い

た
め

、
今

後
と

も
継

続
的

に
実

施
し

て
い

た
だ

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

資
格

取
得

後
も

レ
ベ

ル
を

保
つ

た
め

に
定

期
的

に
勉

強
会

を
聞

く
こ

と
も

必
要

か
な

と
思

い
ま

す
。

 

・
道

守
総

合
演

習
は

大
変

参
考

に
な

っ
た

。
担

当
業

務
以

外
の

分
野

を
学

ぶ
こ

と
で

長
寿

命
化

修
繕

計

画
の

一
連

の
流

れ
を

理
解

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
 

・
全

体
を

把
握

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

事
は

、
こ

れ
か

ら
の

活
動

に
役

立
つ

。
こ

れ
を

基
に

さ
ら

な
る

研

鑽
し

、
維

持
管

理
に

役
立

ち
た

い
。
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2.6 道守認定者の活動 

 

2.6.1 各地区の認定者数 

            

            図 2-1 認定者の県内分布状況 H30.2.15 現在 

 

 

 

表 2-1 コース別認定者数（H30.2.15 現在見込み数) 

コース 平成 29 年度(見込を含む)認定者数 

道 守 31 名 

特 定 道 守 63 名 

道 守 補 260 名 

道 守 補 助 員 415 名 

合 計 769 名 
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表 2-2 地区別認定者数 H30.2.15 現在 

 

 

 

表 2-3 年度別養成実績（延べ数）H30.2.15 月現在 

年度 道守 特定道守 道守補 道守補助員 合計 

平成２０年度 - - 24 31 55 

平成２１年度 2 10 29 44 85 

平成２２年度 3 13 28 33 77 

平成２３年度 2 13 33 43 91 

平成２４年度 5 7 27 43 82 

平成２５年度 - - 10 57 67 

平成２６年度 - 8 42 25 75 

平成２７年度 - 13 82 60 155 

平成２８年度 8 31 47 54 140 

平成２９年度(見込み含む) 11 17 29 72 129 

合計 31 112 351 462 956 

  道守 特定道守 道守補 道守補助員 計 

長崎市 12 30 70 88 200 

佐世保市 6 9 35 70 120 

島原市 - - 17 11 28 

諫早市 2 7 22 29 60 

大村市 8 3 4 17 32 

平戸市 - 1 7 22 30 

松浦市 - - 4 7 11 

対馬市 - 2 18 13 33 

壱岐市 - - 8 18 26 

五島市 - 3 16 24 43 

西海市 2 1 7 22 32 

雲仙市 - 3 7 14 24 

南島原市 - - 4 15 19 

長与町 - 1 3 14 18 

時津町 - - 1 5 6 

東彼杵町 

川棚町 

波佐見町 

- - 2 16 18 

佐々町 - - 2 7 9 

新上五島町 - - 17 16 33 

県外 1 3 16 7 27 

計 31 63 260 415 769 
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2.6.2 三者合同橋梁、防災・トンネル点検、重点維持管理橋梁点検 

道守認定者、長崎県職員、県職員 OB の三者合同による、道路橋点検、道路防災点検･ト

ンネル点検が平成 29 年度も実施された。 

 

◆平成 29 年度事前研修会 

合同点検に向けて、長崎県道路維持課による事前研修会が長崎大学文教スカイホールに

おいて開催された。6 月 26 日（月）に「道路橋点検研修会」、6 月 27 日（火）に「道路防

災点検・トンネル点検研修会」が開催され、自治体、県 OB、道守認定者が参加して、点検

作業の手順や作業内容、点検着眼点、点検結果の記録方法などの研修を受けた。 

 

◆平成 29 年度点検活動履歴 

 ＜道路橋点検＞           ＜道路防災点検・トンネル点検＞ 

地 区 点検日 参加者  地 区 点検日 参加者 

長 崎 
10 月 11 日 ５名  

県 北 

10 月 24 日 １名 

10 月 12 日 ２名  10 月 26 日 1 名 

県 央 

9 月 25 日 １名  10 月 31 日 ２名 

9 月 26 日 １名  
五 島 

11 月 16 日 ５名 

12 月 14 日 １名  11 月 17 日 １名 

12 月 15 日 １名     

県 北 11 月 8 日 ３名     

大瀬戸 
9 月 20 日 １名     

11 月 20 日 １名     

五 島 
9 月 6 日 ２名     

9 月 7 日 ２名     

 

  ＜重点維持管理橋梁点検＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 区 点検日 参加者 

長 崎 

6 月 29 日 １名 

6 月 30 日 １名 

7 月 7 日 １名 

8 月 23 日 １名 

9 月 12 日 １名 

県 北 
7 月 18 日 １名 

9 月 19 日 １名 

県 央 8 月 21 日 １名 
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2.6.3 道路の異常通報システム 

 

インフラ長寿命化センターでは平成 20 年から道路インフラ施設の変状や異常の情報を

収集・通報を目的とした道路異常通報システムを構築・運用している（図-1）。構築・運用

するにあたって県内すべての道路管理者（国、市、町）等と連携している。平成 20 年度か

ら平成 24 年度までの 5 年間に、延べ 141 件の道路異常が報告されている。また、平成 25

年度からはスマートフォンやタブレットＰＣなどの ICT 技術を活用した通報システムを構

築し、通報作業の簡略化・データベース化を行っている(図-2)。その結果、システム導入

前と比較して、平成 25 年：141 件、平成 26 年度：118 件、 平成 27 年度：129 件、平成 28

年度：103 件、平成 29 年度は 91 件（3 月 9 日現在）である(図-3)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 通報システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 パソコン・スマートフォンを使った通報 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図-3 通報実績 
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2.6.4 道路の見守り活動 

 

長崎県道路愛護団体「道守養成ユニット長崎地区」の、平成 29 年度の道路の見守り活動

は、参加者のべ総数 116 名(認定者 90 名、大学関係者 26 名)で総延長距離 22.1km であっ

た。 

 

第 1 回ボランティア点検・清掃活動（2017/05/13） 

参加者：認定者 26 名、大学関係者 7 名 計 33 名 

内 容：3 班にわかれて各班約 2.5km 前後の区間の道路を 

点検パトロール及び清掃 

区 間：長崎大学東門～西浦上トンネル 

～長崎大学西通用口(L=2.5Km) 

    長崎大学東門～大橋交差点～長崎大学西通用口(L=2.2Km) 

    長崎大学西通用口～大橋公園～昭和通り～長崎大学西通用口(L=2.5Km)計 7.2km 

第 2 回ボランティア点検・清掃活動（2017/07/01） 

参加者：認定者 31 名、大学関係者 9 名 計 40 名 

内 容：3 班にわかれて各班約 2.5km 程度の区間の道路を 

点検パトロール及び清掃 

区 間：長崎大学西通用口～本原町 

    ～若葉町電停～長崎大学東門(L=2.0Km) 

長崎大学東門～大橋交差点 

～長崎大学西通用口(L=2.0Km) 

長崎大学西通用口～西浦上駅～長崎大学西通用口（L=2.5Km）     計 6.5km 

第 3 回ボランティア点検・清掃活動（2017/09/30） 

参加者：認定者 20 名、大学関係者 6 名 計 26 名 

内 容：3 班にわかれて各班約 2.5km 程度の区間の道路を 

点検パトロール及び清掃 

区 間：長崎大学西通用口～昭和町交差点 

～長崎大学西通用口(L=2.3Km) 

長崎大学西通用口～西浦上駅 

～長崎大学西通用口(L=1.5Km) 

長崎大学西通用口～昭和通り～長崎大学西通用口(L=1.5Km)      計 4.3km 

第 4 回ボランティア点検・清掃活動（2017/12/02） 

参加者：認定者 13 名、大学関係者 4 名 計 17 名 

内 容：2 班にわかれて各班約 2.0km 程度の区間の道路を 

点検パトロール及び清掃 

区 間：長崎大学正門～浦上川通り 

～長崎大学西通用口(L=2.2Km) 

    長崎大学東門～岩屋橋交差点～長崎大学西通用口(L=1.8Km) 

計約 4.1km 
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2.6.5 道守養成講座等の講師参加 

 

道守認定者は、以下に示すような講座の演習および実習に積極的に参加している。 

 

●道守補助員コース・・・2 名 

 現場実習の点検指導担当 

●道守補コース･･･4 名  

 「点検演習」での非破壊機器の原理説明や使い方の指導担当、現場実習の講師補助 

●工業高校インフラ長寿命化体験･･･10 名 

 「点検演習」での非破壊機器の原理説明や使い方の指導担当、現場実習の点検指導担当 

●長崎市土木技術職員研修･･･3 名 

 「点検演習」での非破壊機器の原理説明や使い方の指導担当、現場実習の講師補助 
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2.6.6 「道守養成ユニットの会」の設立総会及び記念講演会  

 

1.はじめに 

 道守養成ユニットの道守養成講座は 2008 年度から開始され、今年で 10 年目を迎えまし

た。道守補以上の認定者数は 321 人に達しました。また、2015 年 4 月の民間資格登録説明

会で道守の組織化が提案され、先ず名簿作成作業に入り、認定者の約 85％の 274 人から組

織化のための名簿作成の情報を受け取っています。 

 2015 年に認定者の皆様に道守の組織化、例えば「道守養成ユニットの会」の結成につい

てアンケート調査したところ、結成の必要性を認め、活動計画を決めて欲しいとの意見を

頂きました。 

 その後、活動について、認定者の方々にご意見をお聞ききしたところ、地域ごとの活動

ができるようすべきとの意見を頂きました。確かに、道路愛護団体への登録は長崎地区の

みであること、講演会も長崎市での開催がほとんどであること、道守関係の講師担当も長

崎市内が多いのは事実です。長崎市以外での活動は長崎県が振興局単位で実施している三

者合同点検、工業高校インフラ体験実習程度です。組織化して、地域ごとの活動をすれば、

4 年に 1 回の更新がしやすくなります。 

 また、道守が国や県の公共事業の資格になりましたので、これから自主的な技術研修会、

見学会開催、岐阜 ME 等との交流が必要になっています。 

 

2.準備会の開催 

 以上のことを背景として、道守の組織化について協議する第 1 回準備会を去る 2017 年 8

月 8 日に開催しました。準備会のメンバーは立ち上がりの方向性を議論するために、これ

までの道守の活動をよく御存知の方にセンターからお願いしたところ、7 人が出席されま

した。 

この結果、道守認定者の会の名称を「道守養成ユニットの会」として、県内 8 地域部会

を設置する方向で議論を開始しました。活動内容、規約等を議論して、年内に組織を立ち

上げる予定となりました。ここで決定した基本方針は次のとおりです。          

(1) 会員はいずれかの地域に所属する。 

(2) 会員は正会員(道守認定者)と準会員(道守補助員の希望者) 

(3) 会費は正会員 3,000 円、準会員 2,000 円 

(4) 事務局はインフラ長寿命化センターに置く

が、事務局員として認定者 3 人が事務局の運

営にあたる。 

 この基本方針を基に準備作業を行い、2017 年 9 月 30

日に第 2 回準備会を開催し、道守養成ユニットの会の

規約(案)、役員候補者、総会の日程等を議論いたしま

した。 

 その結果、規約案と役員候補者が決まりました。 

 

 

準備会の様子 
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3.活動内容 

規約案の抜粋によれば、  

 （目的） 

第３条 本会は、今後急速に増大する老齢化社会資本の長寿命化及び地域住民の社会資本

に対する帰属意識高揚の促進を図り、もって地域住民の安全・安心の向上及び地

域経済の健全な発展等の地域創生に寄与することを目的とする。 

 （活動） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる活動を行う。 

（１）社会インフラの維持管理に関する情報の収集、提供及び普及啓発 

（２）社会インフラの維持管理に関する講習会、講演会、研修会、見学会等の開催 

（３）道路の異常通報、道路清掃等のボランティア活動 

（４）その他 

（正会員） 

第６条 正会員は、インフラ長寿命化センターが主催する道守補コース以上の道守養成講

座を受講し、道守、特定道守もしくは道守補と認定されたもので、本会の目的に賛

同して入会したものとする。 

（準会員） 

第７条 準会員は、インフラ長寿命化センターが主催する道守補助員のコースを受講し、

道守補助員と認定されたもので、本会の目的に賛同して入会したものとする。 

 （入会） 

第８条 道守補コース以上の道守養成講座を修了し認定されたものは、本会に正会員とし

て入会することを原則とする。道守補助員と認定されたものは、希望すれば入会

することができる。 

２ 前項の規定により本会に入会するものは、本会の活動に必要な公人情報（氏名、所属

先、連絡先、活動地域）を会長に提出しなければならない 

 （地域部会） 

第４２条 会員は次に掲げる地域で構成される地域部会に所属する。 

地域名 
長崎 

地域 

佐世保 

地 域 

県央 

地域 

島原 

地域 

上五島 

地 域 

下五島

地 域

対馬 

地域 

壱岐 

地域 

市郡名

他 

長崎市 

時津町 

長与町 

 

 

 

 

 

 

佐世保市 

平戸市 

松浦市 

西海市 

佐々町 

小値賀町 

東彼杵町 

川棚町 

波佐見町 

諫早市 

大村市 

 

 

 

 

 

 

 

島原市 

雲仙市 

南島原市 

 

 

 

 

 

 

新上五島町 

 

 

 

 

 

 

 

 

五島市

 

 

 

 

 

 

 

 

対馬市 

 

 

 

 

 

 

 

 

壱岐市

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 長崎県外居住者は希望する地域部会に所属する。 

３ 地域部会は地域部会長を選任する。 
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４ 地域部会長の任期は２年とする。 

５ 地域部会長は原則として再任されてはならないが、本人の希望及び了解があれば

４年を上限に再任を妨げない。 

 

4.会員登録の依頼と総会案内 

 10 月中旬に以下のような内容の案内をメール送信しました。 

道守養成ユニットの会の入会、設立総会及び記念講演会のご案内 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は道守の活動に当たって

頂き厚くお礼を申し上げます。 

 懸案となっていました道守認定者の皆様の組織化の議論が別紙のような経過を経て、道

守養成ユニットの会の規約(案)がまとまりました。今後、会員による設立総会を開催して、

決定していただく必要があります。  

 下記のとおり、道守養成ユニットの会の設立総会を開催いたしますので、ご案内申し上

げます。ご多用中誠に恐縮ですが、万障お繰り合わせのうえご出席くださいますようお願

い申し上げます。 

 なお、規約案に有りますように、道守補以上の認定者は原則として会員になるようにし

ています。会の活動に賛同し、認定者の皆様が会員になっていただくことをお願い申し上

げます。組織化することによって、道守認定者の自己研鑽や情報交換の場が増えるととも

に、地域ごとの活動が可能になり、更新がやりやすくなること、地域での見学会や技術講

習会の開催が可能になります。さらに、道守養成ユニットの会と長崎大学インフラ長寿命

化センターが連携して、地域のインフラの維持管理・長寿命化に貢献することを目指しま

す。 

別紙の回答書において会の活動のために、連絡先の確認、主たる活動の地域をお聞きし

ます。 総会に当たっては、総会の決議事項には所定の定足数を必要としますので、出席

の確認と懇親会の出欠の確認をさせていただきます。11 月 2 日(木)までにご返送下さいま

すようお願い申し上げます。 

１．日時 平成 29 年 11 月 28 日(火) 午後 1 時より 

２．場所 長崎大学文教スカイホール 

３．議題 第 1 号議案 道守養成ユニットの会の規約承認の件 

     第 2 号議案 役員の承認の件 

     第 3 号議案 道守養成ユニットの会事務局規程の承認の件 

                      

5.会員登録の結果 

道守認定者の人数は 321 人ですが、退職等で 4 人が連絡不能のため、317 人に会員登録

を依頼しました。会員登録を前提とした名簿登録者は 274 人でした。11 月 28 日現在の会

員登録数は 205 人で、認定者の 63.9％、名簿登録者の 74.8％に当たります。    
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地域名 長崎 佐世保 県央 島原 上五島 下五島 対馬 壱岐 県外 合計 

認定者数 109 67 38 30 18 19 21 8 11 321

名簿登録数 94 62 34 28 13 14 17 5 7 274

名簿登録率(%) 86.2 92.5 89.5 93.3 72.2 73.7 81.0 62.5 63.6 85.4

会員登録 74 45 30 18 16 11 8 3    205

会員登録率(%) 67.9 67.2 79.0 60.0 88.9 57.9 38.1 37.5   63.9

 

6.設立総会報告 

 11 月 28 日の設立総会には、道守認定者 61 人が出席して、道守養成ユニットの会規約、

役員の選任、道守養成ユニットの会事務局規程が議決されました。平成 29 年から 30 年度

の会長・副会長、理事及び監事の名簿、また、事務局規程により道守認定者とインフラ長

寿命化センターからなる事務局代表・事務局員が指名されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会終了後、記念式典が開催され、設立を祝うメッセージが寄せられました。先ず、イ

ンフラ長寿命化センター松田センター長からこれまでの 10 年間の経過報告がなされまし

た。県土木部野口浩技監は県独自としての取組みである三者合同橋梁・防災点検への貢献

や今後の県の橋梁の予防保全対策への道守の支援を求めました。続いて、国土交通省地方

整備局長崎河川国道事務所垣原清次所長は、先見性、産官学の連携した実践、継続的な取

組みを称え、今回の道守ユニットの会の結成で、認定者の活動が活発になることや地域部

会による講習会の開催等に期待を寄せました。長崎大学院工学研究科清水康博科長は、道

守養成ユニットの会が他の関連組織と連携して、県内の社会資本の安全・安心や地域の活

性化に寄与することを期待しました。最後に吉川初代会長が、認定者が組織の壁を越えて

連携していくことやこれからの 10 年、産官学が連携して様々な課題に取り組むとの決意

を表明しました。 

会長・副会長、理事及び監事 

道守養成ユニットの会 

会長 吉川 國夫氏 

会長・副会長、理事及び監事名簿 事務局代表・事務局員名簿 
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設立記念講演会においては、九州大学大学院工学研究院日野伸一副学長による特別講演

「熊本地震で被害を受けた主要道路の損傷原因の分析と復旧対策について」および国土交

通省九州地方整備局企画部木村康博企画調整官による講演「生産性革命」がなされました。

続いて、道守養成ユニットの会の先輩にあたる「岐阜 ME の会」の翠昭博会長および中村憲

市事務局代表による「岐阜 ME の会 これまで歩み」の紹介があり、一緒にインフラメンテ

ナンスに取組んでいきたいと力強いエールを頂いた。最後に岐阜 ME 事務局熊田素子様よ

り、道守認定者に対して 2018 年 2 月 26,27 日に岐阜県高山市で開催される ME ワークショ

ップへの参加依頼がなされた。    

 

 

 

 

 

 

 

 

  日野 伸一 教授    木村 康博 氏    翠 昭博 氏    中村 憲市 氏 

全体集合写真 
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2.7 道守特別講演会の開催 

 

 道守養成講座の内、特定道守コースでは、共通科目に特別講演(2 コマ、2 時間)が前期・

後期 2 回編成されている。特別講演では、インフラ構造物の維持管理の最先端の技術や維

持管理システムを受講生が学ぶことが出来る。この特別講演は、道守認定者や自治体職員

等に対して特別講演会として公開されている。道守認定者の学び直しの場、継続教育の場

ともなり、技術的内容については、CPDS 発行の対象としている。平成 29 年度には計４回

特別講演会が開催された。その一欄を表-1 に示す。 

 表-1 特別講演会の実施内容  

期 日 講  師 講 演 題 目 人数

前期 第 1 回 

5 月 12 日  

(金) 

九州大学大学院 

工学研究院 

社会基盤部門 

教授 園田 佳巨 

打音検査のメカニズム・定

量的評価方法について 
56 人 

前期 第 2 回 

5 月 12 日  

(金) 

鹿児島大学大学院 

理工学研究科 

海洋土木工学専攻 

教授 武若 耕司 

コンクリート構造物の塩

害対策としての材料・技術

開発への取組み 

56 人 

後期 第 3 回 

9 月 7 日 

(木) 

(一社)九州建設技術 

   管理協会  

理事 川神 雅秀 

過去・現在・近未来震災の

教訓と巨大地震への備え 
44 人 

後期 第 4 回 

9 月 7 日  

(木) 

長岡技術科学技術大学 

環境社会基盤工学専攻 

教授 下村 匠 

実環境下におけるコンク

リート構造物の性能評価 
41 人 

会場：第 1、2 回工学部 12 番講義室、第 3、4 回総合教育研究棟大講義室 

 

  

  

総合教育研究棟大講義室での特別講演会 
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2.8 現場見学会の開催 

 

 平成 29 年の 1 月に、特定道守のプロジェクト演習（コンクリート構造物コース）の講師

であるオリエンタル白石（株）の一ノ瀬様より現場見学会開催を提案いただいた。特定道

守の講義の事もよくご存じであるため、「道守の方に PC の施工を知っていただきたい。」と

のことであった。センターで検討し開催を決定した。現場の工程と道守認定者の参加しや

すい時期を調整し、九州地方整備局長崎河川国道事務所、オリエンタル白石（株）福岡支

店にご協力いただき、4 月 21 日に開催を決定し準備を始めた。 

 

 現場見学会の詳細は以下のとおりである。 

１．開催日時 平成 29 年 4 月 21 日(金) 

２．見学場所 長崎県佐世保市指方町地先 

３．工事概要 工事名 長崎 205 号深谷ランプ橋上部工工事 

 発注者 九州地方整備局長崎河川国道事務所 

施工者 オリエンタル白石(株)福岡支店 

構造形式 PC4 径間連結ポストテンション T 桁橋 

架設工法 架設桁架設工法 

４．参加人数 37 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見学会の様子 

 

 見学会では、最初に現場の担当である九州地方整備局長崎河川国道事務所佐世保維持出

張所の寺岡様より国道 205 号針生バイパスの工事について説明があった。その後、オリエ

ンタル白石（株）より、コンクリート橋についての一般的な説明、深谷ランプ橋の架設工

法について説明があった。詳しくお話しいただき、見学者も熱心に聞いていた。質問も、

たくさんでており、丁寧に回答いただいた。その後、2 班に分かれて、現場を見学した。 

 

 

 次頁より、アンケートを示す。 
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2.9 道しるべの発行 

 

◆27 号（平成 29 年 8 月発行） 
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◆28 号（平成 29 年 12 月発行） 
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◆29 号（平成 30 年 2 月発行） 
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2.10 道守活動優秀者の表彰 

 

道守補、特定道守、道守認定者においては、以下に示す行動を積極的に行うことで長崎

県の地域活性化に貢献することとしている。 

 

〈活動内容の分類〉 

（１）道守ポータル、もしくは道守シートによるインフラ構造物の異常の通報 

（２）愛護団体・自治会などによる道路パトロールもしくは清掃活動 

（３）長崎県・OB・道守の合同点検（橋梁・トンネル・斜面・防災など） 

（４）道守補助員コース・インフラ体験学習などの講師 

（５）インフラ長寿命化センターまたは産業基盤維持管理技術研究会が主催・共催する行

事（講演会・実習など）への参加 

（６）その他 

 

認定者がこれらの活動を実施した後は、道守ポータルに活動状況の報告を行っているが、

今後の積極的な活動を期待する意味で、平成 26 年度より活動優秀な認定者（活動ポイン

トの上位者）には、活動優秀者として「感謝状」を授与している。平成 29 年度は、道守の

吉川國夫氏、特定道守の井上和彦氏、毎熊元氏、三根孝紹氏および道守補の一杉誠氏、江

下忠氏の 6 人に、感謝状が贈られた。 

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表彰者写真
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2.11 道守の更新 

 

 道守補・特定道守・道守については、資格の有効期限は4年間で、4年ごとに更新する必

要がある。更新条件は、運用しながら見直されてきている。平成29年度の更新については

現在手続き中なので、平成28年度の更新条件に基づく更新状況を以下に示す。 

 

＜更新条件＞ 

各コース認定者の更新条件は次のとおりとする。 

・道 守 補：条件1 または 条件2 を満たすこと。 

・道守、特定道守：条件1 および 条件2 を満たすこと。 

 

条件１ 以下に示す活動のいずれかに4年間に4回以上参加すること。  

(1)道守ポータル、もしくは道守シートによる長崎県内のインフラ構造物の異常の通報 

(2)愛護団体・自治会などによる長崎県内の道路パトロールもしくは清掃活動への参加 

(3)長崎県・長崎県職員OB・道守の合同点検（橋梁、防災・トンネル）、特定橋梁点検へ

の参加 

(4)道守養成講座、インフラ体験学習などにおける講義・演習・実習への講師としての参

加 

(5)インフラ長寿命化センターまたは産業基盤維持管理技術研究会が主催・共催する行

事 （講演会・実習など）への参加    

【長崎県外の認定者で上記の条件が困難な場合】     

 維持管理に関する講習会・研修会・講演会に参加し、4年間でCPD(CPDS)8 単位以上習得 

  

 条件２ 指定した課題に対する技術レポートの提出   

 

上記の条件を満たさなかった認定者は、更新時期が切れてから1年以内に“道守”運営委

員会が実施する補講・面接を受けるものとし、更新の可否は運営委員会委員長が判断する。 

 

平成28年度の更新状況を以下に示す。 

 

認定種別 更新対象者 更新した者 

道守補 37名 34名 

特定道守 7名 5名 

道守 5名 5名 
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2.12 道守の活用に関する検討 

 

会議名：平成 29 年度第 1 回道守活用検討部会 

日 時：平成 30 年 1 月 18 日（木）13：30～16:30 

場 所：長崎大学工学部大会議室 

出席者：別紙  

議事概要 

 維持管理に関する長崎県内の産官学の関係者による道守活用検討部会において、県内の

道路施設の維持管理の現状、道守養成講座の開催状況、道守認定者の活用・活動等に関す

る情報交換、道守の活用・活動について意見交換がなされた。主な議事内容を以下にまと

める。 

(1)長崎県内の橋梁等の点検実施状況について 

 国土交通省長崎河川国道事務所から道路メンテナンス会議のデータに基づいて 2014～

2016 年度の長崎県全道路管理者合計の点検実施状況の報告がなされた。この 3 年間の累積

点検実施率は、橋梁約 51％、トンネル約 32％および道路付属物等約 65％で、トンネルの

点検実施率は全国平均 47％に比べても低い。3 年間の点検の結果、早期に修繕が必要な施

設の割合は、橋梁で約 9％、トンネルで約 38%および道路付属物等で約 6％となっている。

長崎県道路メンテナンス会議の構成団体へのアンケート調査によれば、点検頻度の見直し、

点検手法の見直し、点検依託の改善等の提案がなされている。 

(2)長崎県長寿命化修繕計画の進捗・県市町の点検について 

 長崎県橋梁長寿命化修繕計画に基づく補強と耐震補強の進捗状況が報告された。計画に

近い実績となっている。次いで、長崎県内の県・市町の橋梁とトンネル点検の進捗の報告

がなされた。2018 年度までの 5 年間で 100％の目標であるが、点検が遅れているトンネル

については 2017 年度と 2018 年度に重点的に実施される計画となっている。長崎県は 2014

年度から橋梁定期点検を直営点検と外部委託点検に分けて実施しており、全 2,122 橋梁の

約 75%に当たる 1,587 橋を直営点検で実施している。この橋梁の直営点検と道路防災点検

は県職員、県職員 OB および道守認定者の三者合同点検で担当している。道守認定者は毎年

延べ 40 人程度点検に参加している。2016 年度から長崎県建設技術研究センターが所有す

る橋梁点検車を使用して、直営点検の範囲を拡大していることが紹介された。なお、毎年

6 月に橋梁点検および防災点検の前に、点検に関する知識、技術向上を目的として、県職

員、市町職員、県職員 OB および道守認定者を対象に、最新の点検マニュアルの説明、橋

梁・トンネル・道路斜面の点検実習を開催している。この三者合同点検は、点検コストの

縮減、人材不足の解消ならびに技術伝承による技術力の向上を目的としたものである。こ

の活動に対して、道守認定者はボランティアとして参加しているが、最新の点検技術の取

得、県職員 OB のモチベーションの高さを学べる貴重な場となっている。  

 別途、長崎県が上五島地域で導入を準備している包括的民間委託の内容が紹介された。

2018 年度から県管理の道路パトロールと維持管理から開始し、その後対象を拡大する計画

となっている。 

(3)道守養成講座 10 年のあゆみ・今後と SIP 研究開発成果の実装について 

 長崎大学から 2017 年度で 10 周年を迎えた道守養成講座のこれまでの養成実績と認定者 
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の活動内容が紹介された。また、2017 年度の養成実績と次年度に向けての検討状況が報告

された。ここで、今年度が中核的人材育成事業の最終年で、道守補コースの宮崎県での開

催、道守コースの開催、e-learning による受講前学習の導入、認定者向けの現場見学会、

道守養成ユニットの会の結成、トンネル診断の民間資格提出の検討がなされたことが報告

された。また、2018 年度からの受講料と更新料の徴収の検討状況が報告され、道守養成講

座の継続に対して協力要請がなされた。 

 長崎大学が拠点となって取組んでいる SIP「インフラ維持管理・更新・マネジメント技

術」の九州・山口地域への社会実装の今年度の取組み状況が紹介された。  

(4)長崎県建設技術研究センターにおける維持管理支援について       

  長崎県建設技術研究センターが実施している維持管理支援業務として長崎県管理橋梁防

災点検業務支援、長崎県管理港湾・漁港点検支援業務、市町橋梁点検一括発注業務および

市町橋梁維持管理システム運用管理業務の取組み内容の説明がなされた。 

また、同センターにおける道守認定者の活用状況として、次の 2 点が紹介された。 

①県管理橋梁の県職員との点検において同行支援 

②市町橋梁定期点検において、点検を受託したコンサルタントが「道路橋定期点検要領（国

土交通省）」に基づいて診断した結果となる「判定区分」について、適正化と統一化を図る

ことを目的に、橋梁定期点検結果健全度評価委員会を設置し委員会のメンバーに道守等を

選定し運用している。     

(5) インフラ更新マイスター制度の提案について    

長崎県建設業協会専務理事から、個別の公共インフラの維持修繕において、経験豊富な

技術者が少ない自治体管理者が専門家の意見・知見を求めたい場合に、随時これを実施で

きるような制度を構築するために、「インフラ修繕マイスター制度」構想の骨格が提案され

た。これをどのように実現するかを検討するために、WG を設立することが提案され、了承

された。 

(6) コンサルタントの立場からの道守の活用・役割について 

足場を組まないと十分な点検ができない橋梁があり、新技術の活用が考えられるが、実

用に至ってない状況にある。SIP 等の新技術の実用化が待たれる。地域に精通した市町の

職員が維持管理に携わっていくことが大切と認識している。実務はコンサル等を活用しな

がら、管理は自ら行うことが望まれる姿である。これを実現するために、発注機関の職員

への出前講座を道守認定者が行うことが考えられる。  

(7)「道守養成ユニットの会」の設立と活動について                  

2017 年 11 月 28 日に設立された「道守養成ユニットの会」の設置目的と地域部会を中心

とした活動目的が紹介された。道守認定者が SIP の新技術を大学と連携して維持管理に生

かすことができれば、多くの段階で維持管理の支援が出来るとの抱負が述べられた。 

(8)道守養成ユニット成果報告会～地方の道を如何に守っていくか～への参加依頼につい

て 

長崎県で実施している三者合同点検のような産官学が連携した直営点検・診断・補修が全

国で創意工夫され導入されつつある。また、直営点検に ICT 技術も導入されている。本報

告会では使ってみたくよるような全国の Good Practice を紹介するので、長崎県内の自治

体の維持管理に関わる関係者にぜひ出席して欲しいとの呼びかけが大学からなされた。 
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(9)2018 年度以降の道守活用検討部会について 

本部会は、維持管理に関する産官学の情報交換、道守認

定者の公共工事や業務への活用に役立ってきた。道守認

定者を活用することはもちろんで、産官学の取組み、技術

の自己研鑽、社会貢献等の主体的に活動することが前提

になる。活用という受身の姿勢だけでなく、主体的に活動

することが本来の姿なので、「道守活用検討部会」を「道

守活躍部会」に改称して、継続することが認められた。 

 

産官学連携建設業人材確保育成協議会 

道守活用検討部会委員名簿（2018.1.15） 

所 属 
氏 名 

分類 機関団体名 役 職 名 

官 

国土交通省九州地方整備局 

長崎河川国道事務所 

保全対策官 工藤 賢二 

品質確保課 課長 河上 誠二 

長崎県土木部 道路維持課 課長 馬場 一孝 

長崎市中央総合事務所 

地域整備担当 
理 事 森尾 宣紀 

学 

長崎大学大学院工学研究科 

インフラ長寿命化センター 

センター長 松田 浩 

名誉教授 高橋 和雄 

(公財)長崎県建設技術研究センター 理事長 宮﨑 東一 

産 
(一社)長崎県建設業協会 会 長 谷村 隆三 

(一社)長崎県測量設計ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会 会 長 森重 孝志 

民 

長崎県道路技術職員 OB 

((株)長大 長崎事務所) 
 中 忠資 

橋梁塗装技術専門家 ナーク客員研究員 池田 輝次 

道守認定者(道守養成ﾕﾆｯﾄの会 会長) 

((有)吉川土木コンサルタント) 
道 守 吉川 國夫 

事 

務 

局 

長崎県土木部道路維持課 課長補佐 木戸 正敏 

長崎県土木部道路維持課 道路維持課 酒井 公大 

(一社)長崎県建設業協会 専務理事 野田 浩 

長崎大学大学院工学研究科 

インフラ長寿命化センター 
 村上 えり 

 

 

道守活用検討部会の様子 
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2.13 道守活動に関する表彰(インフラメンテナンス国民大賞、工学教育賞、道路功労者) 

 
(1)『インフラメンテナンス大賞 文部科学省特別賞』を道守養成事業が受賞 

インフラメンテナンス大賞は、インフラの老朽化が深刻化する中で、メンテナンスに関

する優れた取組や技術開発を顕彰することで、ベストプラクティスとして広く紹介するも

のです。これによって、インフラメンテナンスに係る事業者、団体、研究者等の取組を促

進し、メンテナンス産業の活性化を図るとともに、インフラメンテナンスの理念の普及を

図ることを目的としています。 

2016 年 11 月に発足した「メンテナンス国民会議」に参加する国土交通省、総務省、文

部科学省、厚生労働省、農林水産省及び防衛省がそれぞれの所管分野で受賞者を募りまし

た。応募があった 248 件から、有識者委員会の審査を得て 28 件(各省大臣賞、特別賞、優

秀賞)が選ばれました。 

 長崎大学インフラ長寿命化センターと岐阜大学、山口大学、愛媛大学、長岡技術科学大

学、舞鶴工業高等専門学校は、「社会資本の整備と維持管理等における人材育成コンソーシ

アム」を組織し、2017 年 2 月に覚書を締結しました。5 大学と 1 高専は社会人の学び直し

事業として、道守等のインフラ維持管理技術者の育成を継続しています。岐阜大学を代表

団体名としてコンソーシアムでの取組をまとめた「健全なインフラメンテナンスをリード

する技術者の育成事業(ME 養成と道守養成)」が今回文部科学省特別賞に選ばれました。そ

れぞれの地域では、産官学からなる人材育成のための協議会等を立ち上げ、技術者育成だ

けでなく、育成された技術者のフォローアップを通じて、建設業界の活性化に寄与してい

ることが受賞理由であります。特に長崎の道守認定者はインフラの異常通報、道路清掃、

ボランティア点検活動に加えて、技術者としての活躍等で具体的な成果を挙げていること

が評価されました。 

授賞式は 7 月 24 日、中央合同庁舎 2 号館地下 2 階講堂で開催されました。 

 

              

 

  

インフラ長寿命化センターにおける 

道守認定者の皆様との記念写真 
特別賞の長崎大学宛の賞状 
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(2)インフラ長寿命化センターが工学教育賞の業績部門を受賞 

(公社) 日本工学教育協会は、わが国の工学教育ならびに技術者教育等に対する先導的、

革新的な試みによって、その発展に多大な影響と貢献を与えた業績を表彰するために、工

学教育賞を制定しています。第 21 回(2016 年度)工学教育賞の業績部門において工学研究

科インフラ長寿命化センター(松田浩センター長、兼務教職員 29 人・専任職員 5 人)が県

内の産官と一体となって取り組んでいる『インフラ維持管理・長寿命化専門人材「道守」

の養成』(道守養成講座)が団体受賞をしました。業績部門は工学・技術者教育等の分野に

おいて、効果的な業績を挙げた個人または団体を対象とするもので、本年度で 10 年目を迎

える道守養成講座の取組が高く評価されました。 

 なお、第 21 回工学教育賞には 41 件の推薦があり、14 件に授与することが 3 月 14 日に

開催された日本工学教育協会理事会で承認されていました。8 月 29 日に東京都市大学世

田谷キャンパスにおける日本工学教育協会第 65 回年次大会において表彰式が開催されま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  o7e1c7992o17o9 

        表彰状        授賞式に出席した松田浩センター長と 

                      中村聖三副センター長  

(3)“道守”養成ユニット長崎地区が道路功労者を表彰 

 長崎地区の道守認定者とインフラ長寿命化センター教職員から構成される愛護団体(道

路)“道守”養成ユニット長崎地区(代表者 吉川國夫)は平成 24 年 4 月に結成されました。

活動範囲は長崎市とその周辺の道路で、構成人数は約 100 人、団体活動数は年間 4 回です。

活動内容は、道路を歩きながら清掃・美化活動および道路見守り活動（道守活動）です。

団体の特徴として構成員に道路インフラの老朽化や防災に関して知識があることから、道

路に異常・変状があった場合にはスマートフォン等を活用して異常通報をしていることで

す。早期に道路の異常を発見・通報することで、生活道路の安全安心や予防保全に役立っ

ています。団体活動で道路異常の通報システムを習得した参加者は、年間を通じて通勤や

散歩中に道路の異常を発見した場合に通報活動をしています。 
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(公財)日本道路協会は、道路整備事業の推進ならびに道路愛護・美化保全活動等に尽力し

た団体または個人に対して道路功労者の表彰を毎年 8 月 10 日「道の日」に行っていま

す。この度の表彰は長崎県の推薦によるもので、表彰伝達式が 9 月 14 日長崎県庁で開催

されました。伝達式には、道守認定者の木原真氏、郡家光德氏、堀川俊二氏、吉川國夫氏

の 4 人、インフラ長寿命化センターから松永佳代子さんが出席しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰状 表彰伝達式 

記念写真 
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